
五
〇

328

は
じ
め
に

凡
郡
國
一
百
三
、
縣
邑
千
三
百
一
十
四
、
道
三
十
二
、
侯
國
二
百
四
十
一
。
地

東
西
九
千
三
百
二
里
、
南
北
萬
三
千
三
百
六
十
八
里
。

『
漢
書
』地
理
志
に
記
す
平
帝
期
の
漢
帝
国
の
郡
国
数
と
領
域
で
あ
る
。
東
西
九
千

余
里
、
南
北
一
万
三
千
余
里
の
領
域
に
合
計
一
五
八
六
も
の
県
邑
道
侯
国
が
存
在
し

た
。
た
っ
た
一
人
の
皇
帝
が
、
こ
れ
ほ
ど
広
大
な
領
土
に
散
ら
ば
る
こ
れ
ほ
ど
数
多

く
の
県
な
ど
を
統
治
で
き
た
の
は
、
十
二
万
人
を
超
え
る
官
吏①
が
統
治
業
務
を
分
掌

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
統
治
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
膨
大
な
数
の

官
吏
を
皇
帝
の
意
志
通
り
に
動
か
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、

長
安
か
ら
帝
国
各
地
に
勤
務
す
る
官
吏
へ
と
命
令
を
届
け
、
各
地
か
ら
の
報
告
を
長

安
へ
と
届
け
、
ま
た
各
地
の
官
署
を
相
互
に
結
ぶ
文
書
伝
送
体
制
に
他
な
ら
な
い
。

文
書
行
政
こ
そ
が
、
漢
帝
国
を
四
〇
〇
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
中
央
集
権
専
制
国
家

で
あ
り
続
け
さ
せ
た
力
だ
っ
た
の
で
あ
る②
。

二
十
世
紀
に
発
見
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
敦
煌
漢
簡
や
居
延
漢
簡③
は
、
漢
代
の
文
書
伝

送
体
制
に
関
す
る
研
究
を
一
気
に
進
め
た
。
特
に
居
延
漢
簡
に
は
文
書
伝
送
記
録
が

数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
記
録
か
ら
エ
チ
ナ
川
流
域
に
お
け
る
具
体
的
な
文
書

伝
送
経
路
が
検
討
さ
れ
た④
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
辺
境
の
軍
事
施
設
か
ら

出
土
し
た
と
い
う
そ
の
史
料
的
性
格
の
た
め
、
常
に
「
辺
境
の
軍
事
地
帯
に
お
い
て

は
」
と
い
う
条
件
を
つ
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
睡
虎
地
秦
簡
や
張
家
山
漢
簡⑤
の

発
見
に
よ
っ
て
秦
漢
帝
国
全
域
を
覆
う
文
書
伝
送
制
度
を
考
え
る
こ
と
が
現
在
で
は

可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
軍
事
施
設
で
は
な
く
、
文
書
の
伝
送
を
主
要
業
務
の
一

つ
と
す
る
「
伝
達
基
地
」⑥
で
あ
る
懸
泉
置
遺
址
か
ら
約
三
五
〇
〇
〇
枚
の
簡
牘
が
出

土
し
た⑦
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
漢
代
の
文
書
伝
送
制
度
の
実
態
を
伝
え
る
簡
牘
も
数

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
懸
泉
置
漢
簡
は
発
掘
簡
報
お
よ
び
『
敦
煌
懸
泉
漢
簡
釈

粋
』⑧
に
お
い
て
そ
の
一
部
が
公
表
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
個
別
の
研
究
論
文

の
中
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
我
々
の
知
る
所
と
な
っ
た
簡
が
あ
り
、
そ
の
数

も
近
年
増
加
し
て
き
た⑨
。

こ
の
よ
う
な
史
料
状
況
の
変
化
を
受
け
て
、
秦
漢
時
代
の
文
書
伝
送
制
度
に
つ
い

て
そ
の
全
体
像
を
描
こ
う
と
す
る
研
究
が
幾
つ
か
発
表
さ
れ
た⑩
。
そ
の
中
で
、
例
え

ば
、
高
栄
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
即
ち
、「
以
亭
行
」
は
「
以
郵
行
」
よ
り

も
文
書
の
伝
達
距
離
が
短
く
、「
以
郵
行
」
は
詔
令
や
軍
事
情
報
な
ど
の
重
要
か
つ
緊

急
の
文
書
に
加
え
て
官
民
の
上
書
な
ど
の
普
通
文
書
も
伝
送
し
、「
以
次
行
」
に
よ
っ

て
伝
送
さ
れ
る
文
書
は
上
級
官
署
の
露
布
の
文
書
と
下
級
官
署
の
上
申
文
書
の
両
方

を
含
む
、
と
。
各
伝
送
方
式
に
つ
い
て
は
説
明
が
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
文
書
伝
送

に
お
い
て
各
伝
送
方
式
が
ど
の
よ
う
な
形
で
帝
国
全
域
の
文
書
伝
送
を
実
現
し
た
の

か
に
つ
い
て
は
殆
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
伝
達
基
地
で
あ

る
懸
泉
置
か
ら
出
土
し
た
懸
泉
置
漢
簡
を
主
に
利
用
し
な
が
ら
、
秦
漢
時
代
に
行
わ

れ
て
い
た
文
書
伝
送
各
方
式
の
実
態
と
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
帝
国
全
体
の
文
書
伝

秦
漢
時
代
の
文
書
伝
送
方
式
―
以
郵
行
・
以
県
次
伝
・
以
亭
行

―

鷹　

取　

祐　

司
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達
を
実
現
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

一　

文
書
伝
送
の
方
法

―
「
以
郵
行
」
と
「
以
県
次
伝
」

居
延
漢
簡
な
ど
に
は
文
書
伝
送
に
関
連
す
る
「
以
郵
行
」（
後
掲
史
料
4
）
や
「
県

次
吏
馬
行
」（
後
掲
史
料
8
）
な
ど
の
表
記
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
、
冨
谷
至

は
、「
以
某
行
」
は
文
書
伝
達
の
方
法
を
指
示
す
る
と
共
に
、
文
書
を
点
検
す
べ
き
機

関
が
「
某
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
と
指
摘
し
て
い
る⑪
。
こ
れ
に
従
え
ば
、「
以
某

行
」
の
形
は
文
書
伝
送
の
方
式
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
以
郵
行
」「
以

亭
行
」「
燧
次
行
」「
以
県
次
伝
」⑫
の
四
つ
が
そ
れ
に
当
た
る
。
従
っ
て
、
秦
漢
時
代

の
文
書
伝
送
方
式
に
は
こ
の
四
種
類
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
で
は
以
下
、「
以

郵
行
」
に
よ
る
文
書
伝
送
方
式
を
「
郵
行
方
式
」、「
以
県
次
伝
」
に
よ
る
そ
れ
を
「
県

次
方
式
」、「
以
亭
行
」
に
よ
る
そ
れ
を
「
亭
行
方
式
」、「
燧
次
行
」
に
よ
る
そ
れ
を

「
燧
次
方
式
」
と
そ
れ
ぞ
れ
表
記
す
る
。

文
書
伝
送
方
式
を
取
り
上
げ
た
研
究
で
は
、
四
つ
の
伝
送
方
式
の
文
書
伝
送
制
度

全
体
に
お
け
る
位
置
付
け
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
、陳
偉
は「
以

郵
行
書
」
と
「
以
次
伝
書
」
の
二
つ
が
秦
か
ら
漢
に
か
け
て
の
基
本
的
な
公
文
書
伝

送
方
式
で
あ
る
と
見
な
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る⑬
。
郵
路
は
概
ね
京
師

を
中
心
と
し
て
郡
と
郡
を
結
ぶ
幹
線
道
路
上
に
主
に
配
置
さ
れ
た
が
、
郵
は
郵
佐
の

配
置
さ
れ
た
県
邑
だ
け
に
設
置
さ
れ
た
。
一
方
、「
以
次
伝
書
」
は
相
隣
接
す
る
県
道

間
で
文
書
を
伝
送
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、「
以
次
伝
書
」
と
「
以
郵
行

書
」
が
主
要
道
路
上
を
重
な
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
前
者
が
融
通
性
や
自
由
度

が
あ
っ
て
よ
り
多
く
の
県
邑
や
地
域
を
覆
う
伝
送
方
法
で
、
郵
が
置
か
れ
て
い
な
い

県
は
「
以
次
伝
書
」
に
よ
っ
て
郡
治
や
他
の
県
と
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
。

陳
偉
の
言
う
「
以
郵
行
書
」
と
「
以
次
伝
書
」
は
次
の
二
年
律
令
に
見
え
る
「
以
郵

行
」
と
「
以
県
次
伝
」
に
、
即
ち
、
本
稿
で
言
う
所
の
郵
行
方
式
と
県
次
方
式
に
そ

れ
ぞ
れ
相
当
す
る
だ
ろ
う
。

1　

 

郵
人
行
書
、
一
日
一
夜
行
二
百
里
。
不
中
程
半
日
、
笞
五
十
。
過
半
日
至
盈
一

日
、
笞
百
。
過
一
日
、
罰
金
二
兩
。
郵
吏
居
界
過
書
弗
過
而
留
之
、
半
日
以
上
、

罰
金
一
兩
。
書
不
當
以
郵
行
者
、
爲
送
告
縣
道
、
以
次
傳
行
之
。
諸
行
書
而
毀

封
者
、
皆
罰
金
一
兩
。
書
以
縣
次
傳
、
及
以
郵
行
、
而
封
毀
、
過
縣
輒
劾
印
、

更
封
而
署
其
送
徼
曰
、
封
毀
、
更
以
某
縣
令
若
丞
印
封
。

張
家
山
漢
簡
・
二
年
律
令
二
七
三
〜
二
七
五

陳
偉
が
「
以
郵
行
書
」
と
「
以
次
伝
書
」
を
基
本
的
な
伝
送
方
式
と
考
え
る
具
体
的

根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
、
前
掲
の
四
つ
の
文
書
伝
送
方
式
の
う
ち
「
以

亭
行
」
と
「
燧
次
行
」
は
辺
境
出
土
簡
に
し
か
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
漢
帝
国
全
域

を
覆
う
文
書
伝
送
方
式
と
し
て
は
、
ひ
と
ま
ず
陳
偉
の
指
摘
に
従
っ
て
郵
行
方
式
と

県
次
方
式
の
二
つ
を
考
え
て
お
き
た
い
。

陳
偉
が
、
郵
路
は
郡
と
郡
を
結
ぶ
幹
線
道
路
上
に
設
置
さ
れ
た
と
考
え
た
の
は
、

次
掲
の
二
年
律
令
二
六
四
が
里
耶
秦
簡⑭
の
里
程
簡
（
里
耶
秦
簡J1⑯

52

）
を
背
景
と
し

て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
見
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。

2　

 

十
里
置
一
郵
。
南
郡
江
水
以
南
、
至
索
南
界
、
廿
里
一
郵
。

張
家
山
漢
簡
・
二
年
律
令
二
六
四

3　

到
銷
、
百
八
十
四
里

　

銷
到
江
陵
、
二
百
卌
六
里

　

江
陵
到
孱
陵
、
百
一
十
里

　

孱
陵
到
索
、
二
百
九
十
五
里

　

索
到
臨
沅
、
六
十
里
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臨
沅
到
遷
陵
、
九
百
一
十
里

　

凡
四
千
四
百
卌
里 

里
耶
秦
簡J1⑯

52
二
年
律
令
に
見
え
る
南
郡
の
漢
代
の
郡
治
は
里
耶
秦
簡
に
見
え
る
江
陵
で⑮
、
索
は
両

者
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
二
年
律
令
と
里
耶
秦
簡
の
二
つ
の
ル
ー
ト
は
重
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
実
際
、
次
の
里
耶
秦
簡
で
は
、
里
耶
秦
簡
里
程
簡
の
最
末
端
の
遷
陵
で

郵
が
文
書
を
伝
送
し
て
い
る
。

4　

遷
陵
、
以
郵
行

　

洞
庭 

里
耶
秦
簡J1⑥

2

5　

卅
三
年
二
月
壬
寅
朔
朔
日
、
遷
陵
守
丞
都
敢
言
之
。
令
曰
、
恒
以

　

朔
日
上
所
買
徒
隷
數
。・
問
之
、
毋
當
令
者
。
敢
言

　

之
。 
里
耶
秦
簡J1⑧

154A

　

二
月
壬
寅
、
水
十
一
刻
刻
下
二
、
郵
人
得
行　
　
　
　

手里
耶
秦
簡J1⑧

154B

史
料
4
は
洞
庭
郡
か
ら
遷
陵
県
に
送
ら
れ
た
文
書
に
付
け
ら
れ
た
検
で
「
以
郵
行
」

と
あ
る
。
ま
た
、
史
料
5
は
遷
陵
守
丞
か
ら
の
上
申
文
書
の
控
え
で
あ
る
が
、
遷
陵

県
は
洞
庭
郡
の
属
県
で
あ
る
か
ら
上
申
文
書
の
宛
先
は
当
然
洞
庭
郡
と
な
り
、
そ
れ

が
郵
人
に
よ
っ
て
配
達
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
二
例
か
ら
、
洞
庭
郡
と
遷
陵
県
の

間
に
は
郵
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
郵
に
よ
っ
て
文
書
が
伝
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
史
料
3
は

か
ら
遷
陵
に
至
る
幹
線
道
路
の
里
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
最
末
端
に
当
た
る
遷
陵
に
さ
え
郵
が
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
郵
は

こ
の
幹
線
道
路
の
全
域
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

前
掲
の
史
料
3
と
同
様
に
幹
線
道
路
の
里
程
を
示
し
た
も
の
が
居
延
漢
簡
・
懸
泉

置
漢
簡
に
も
あ
る
。

6　

長
安
至
茂
陵
七
十
里　
　
　

月
氏
至
烏
氏
五
十
里
（
第
一
・
二
段
）

　
　

茂
陵
至
茯
置
卅
五
里　
　
　

烏
氏
至
涇
陽
五
十
里

　
　

茯
置
至
好
止
七
十
五
里　
　

涇
陽
至
平
林
置
六
十
里

　
　

好
止
至
義
置
七
十
五
里　
　

平
林
置
至
高
平
八
十
里

　
　

媼
囲
至
居
延
置
九
十
里　
　

刪
丹
至
日
勒
八
十
七
里
（
第
三
・
四
段
）

　
　

居
延
置
至
䚢
里
九
十
里　
　

日
勒
至
鈞
著
置
五
十
里

　
　

䚢
里
至

次
九
十
里　
　
　

鈞
著
置
至
屋
蘭
五
十
里

　
　

次
至
小
張
掖
六
十
里　
　

屋
蘭
至

池
五
十
里 

E
.P.T59:582

7　

倉
松
去
鸞
鳥
六
十
五
里　
　
　

池
去
觻
得
五
十
四
里
（
第
一
・
二
段
）

　
　

鸞
鳥
去
小
張
掖
六
十
里　
　
　

觻
得
去
昭
武
六
十
二
里
府
下

　
　

小
張
掖
去
姑
臧
六
十
七
里　
　

昭
武
去
祁
連
置
六
十
一
里　

　
　

姑
臧
去
顯
美
七
十
五
里　
　
　

祁
連
置
去
表
是
七
十
里

　
　

玉
門
去
沙
頭
九
十
九
里　
　
　
　
　
　
　

（
第
三
段
）

　
　

沙
頭
去
乾
齊
八
十
五
里　
　
　
　
　
　
　

　
　

乾
齊
去
淵
泉
置
五
十
八
里　
　
　
　
　
　

　
　

●
右
酒
泉
郡
縣
置
十
一
●
六
百
九
十
四
里

IID
X

T0214①
:130A

／
『
釈
粋
』
六
〇

史
料
6
は
長
安
か
ら
張
掖
郡
氐
池
県⑯
ま
で
、
史
料
7
は
武
威
郡
蒼
松
県⑰
か
ら
敦
煌
郡

淵
泉
県⑱
ま
で
の
里
程
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
部
欠
落
は
し
て
い
る
も
の
の
記
し
て
お
り
、

概
ね
長
安
か
ら
敦
煌
郡
へ
至
る
幹
線
道
路
の
里
程
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
里
程
簡
に
は
県⑲
に
加
え
て
置⑳
も
見
え
る
が
、
県
城
と
置
に
は
共
に
旅
行
者
の
宿
泊
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施
設
で
あ
る
伝
舎
が
設
置
さ
れ
て
い
た㉑
。
そ
の
伝
舎
は
公
用
旅
行
の
場
合
に
利
用
が

許
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る㉒
こ
と
か
ら
、
里
程
簡
所
掲
の
長
安
と
敦
煌
郡
と
を
結
ぶ

こ
の
経
路
は
公
用
旅
行
者
が
行
き
来
す
る
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ

う
。懸

泉
置
漢
簡
が
出
土
し
た
懸
泉
置
は
漢
代
の
廏
・
厨
・
伝
舎
・
駅
・
騎
置
か
ら
な

る
複
合
施
設
で㉓
、
こ
の
よ
う
な
幹
線
道
路
上
に
位
置
す
る
置
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
宮

宅
潔
は
敦
煌
・
安
西
間
の
漢
代
県
城
遺
跡
な
ど
の
位
置
を
検
討
し
た
結
果
、
長
城
線

と
は
別
に
、
そ
の
遙
か
南
側
に
漢
代
の
県
と
県
と
を
結
ぶ
交
通
路
が
存
在
し
、
懸
泉

置
遺
址
は
そ
の
交
通
路
上
に
位
置
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る㉔
が
、
そ
の
交
通
路
こ

そ
、
史
料
7
に
見
え
る
玉
門
県

―
沙
頭
県

―
乾
斉
県

―
淵
泉
県
と
続
く
幹
線

道
路
に
他
な
ら
な
い
。

幹
線
道
路
上
に
位
置
す
る
懸
泉
置
を
、
県
次
方
式
と
郵
行
方
式
の
両
方
式
に
よ
る

文
書
伝
送
が
と
も
に
通
過
し
た
こ
と
が
次
掲
の
懸
泉
置
漢
簡
か
ら
確
認
で
き
る
。

8　

 

入
東
檄
二
、
敦
煌
千
人
印
、
廣
校
・
益
廣
候
、
縣
次
吏
馬
行
、
七
月
癸
未
日
下

餔
、
受
西

 
IID

X
T0111①

:365

／
《
カ
》
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入
東
書
二
封
、
郵
行
、
書
一
、
西
部
督
郵
印
、
詣
東
部
督
郵
、
書
一
小
府
印
、

詣
廣
至
、
一
封
靡
□
印
V
廿
七
日
起
。
九
年
四
月
廿
九
日
食
時
分
盡
、
縣
泉
郵

韓

受
寄
人
。
□
□
□
部
李
李
子
亭
部
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V
I91D

X
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:14

／
《
エ
》

史
料
8
は
敦
煌
千
人
発
信
の
廣
校
候
官
・
益
廣
候
官
宛
の
檄
の
伝
送
記
録
で
、「
縣
次

吏
馬
行
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
県
次
方
式
で
伝
送
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
史

料
9
に
は
「
郵
行
」
と
あ
り
「
縣
泉
郵
韓

」
が
受
領
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郵
行

方
式
の
文
書
伝
送
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
郵
行
方
式
と
県
次
方
式
は
ど
ち
ら
も
幹
線
道
路
上
に
位
置
す
る
県
の
官

衙
（
県
廷
）
を
経
由
し
た
。
前
掲
史
料
1
の
二
年
律
令
に
は
「
県
次
方
式
お
よ
び
郵
行

方
式
で
伝
送
さ
れ
て
い
る
文
書
で
封
印
が
壊
れ
た
も
の
は
、
県
を
通
過
し
た
時
に
印

を
刻
し
改
め
て
封
印
し
て
、
そ
の
送
付
用
の
檄
に
『
封
印
が
壊
れ
た
の
で
、
改
め
て

某
県
の
令
ま
た
は
丞
の
印
で
封
印
し
た
』
と
記
せ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、郵
行
方
式
・

県
次
方
式
と
も
に
県
廷
を
経
由
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
郵
行
方
式
は
史
料
2
に
見
え
る
よ
う
に
十
里
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
の
が
原

則
で
あ
っ
た
が
、
前
掲
の
里
程
簡
で
は
県
と
県
の
間
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
十
里
を
超

え
て
い
る
の
で
、
県
と
県
の
間
に
は
幾
つ
か
の
郵
が
設
置
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ

う
す
る
と
、
郵
行
方
式
は
幹
線
道
路
上
に
十
里
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
郵
を
順
次
逓
伝

し
て
ゆ
く
伝
送
方
式
で
、
郵
で
運
び
手
が
交
代
す
る
の
に
対
し
、
県
次
方
式
は
「
県

次
（
県
の
順
番
で
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
県
を
順
次
逓
伝
し
て
ゆ
く
伝
送
方
式
で
、
次

の
県
ま
で
は
同
一
人
物
が
運
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
郡
と
郡
を
結
ぶ
幹
線
道
路
上
で
は
、
郵
行
方
式
と
県
次
方
式

に
よ
る
文
書
伝
送
が
共
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
陳
偉
の
指
摘
に
よ

れ
ば
、
郡
内
の
県
と
県
の
間
で
は
郵
行
方
式
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
が
、

こ
の
点
を
東
海
郡
の
事
例
に
よ
っ
て
検
証
し
よ
う
。

二　

東
海
郡
内
に
お
け
る
郵
の
設
置

漢
代
の
東
海
郡
に
当
た
る
江
蘇
省
連
雲
港
市
に
あ
る
尹
湾
六
号
漢
墓
か
ら
、
前
漢

成
帝
期
の
も
の
と
さ
れ
る
簡
牘
、
い
わ
ゆ
る
尹
湾
漢
簡
が
出
土
し
た㉕
。
尹
湾
漢
簡
の

「
集
簿
」（Y

M
6D
1

）
に
は
東
海
郡
の
行
政
機
関
の
数
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
東
海
郡

内
の
県
・
邑
・
侯
国
は
合
計
三
八
、
郵
は
三
四
、
郵
人
は
四
〇
八
人
で
あ
る㉖
。
ま
た
、

吏
員
定
簿
と
呼
ば
れ
る
木
牘
（Y

M
6D
2

）
に
は
、
各
県
・
邑
・
侯
国
の
吏
員
の
内
訳

が
記
さ
れ
て
い
て
、郵
に
関
連
す
る
吏
と
し
て
郵
佐
が
見
え
る
。
郵
佐
は
全
て
の
県
・

邑
・
侯
国
に
置
か
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
下

県
（
二
人
）、

県
（
二
人
）、
費
県
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（
二
人
）、
利
成
県
（
一
人
）、
臨
沂
県
（
二
人
）、
蘭
旗
侯
国
（
一
人
）
の
六
県
侯
国
に
十

人
が
置
か
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た㉗
。
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
、
東
海
郡
内
の
郵
の
配
置

を
推
定
し
て
み
た
い
。

先
述
の
よ
う
に
、
郵
は
幹
線
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
、
東
海
郡
内

の
交
通
路
を
確
認
し
て
お
こ
う
。当
時
の
交
通
路
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
が
、

尹
湾
六
号
漢
墓
出
土
竹
簡
、
即
ち
「
元
延
二
年
日
記
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
、
墓
主
師
饒
の
公
務
出
張
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
宿
泊
地
を
た
ど
る
こ

と
で
当
時
の
交
通
路
を
復
元
で
き
る
。
高
村
武
幸
は
こ
の
「
元
延
二
年
日
記
」
に
記

載
さ
れ
た
出
張
経
路
か
ら
、
東
海
郡
治

県
か
ら
楚
国
彭
城
及
び
琅
邪
郡
東
武
県
へ

の
主
要
交
通
路
を
次
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る㉘
。

・
楚
国
方
面

　
　
　

┐
│
│
下

│
│
┘

│
│
┴　
　
　
　
　
　

┬
│
│
呂
│
│
│
彭
城
（
楚
国
）

　
　
　

┌
│
│
武
原
│
│
└

・
琅
邪
郡
方
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

  　
　

┐
│
莒
（
城
陽
国
）
│
┘

東
武
（
琅
邪
郡
）
│
諸
（
琅
邪
郡
）
│
┴　
　
　
　
　
　
　

┬
│
臨
沂
│
開
陽
│

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

  　
　

┌
│
高
広
（
琅
邪
郡
）
└

郵
佐
は
他
の
典
籍
史
料
や
出
土
文
字
資
料
に
は
見
え
な
い
が
、
そ
の
名
称
か
ら
郵
に

よ
る
文
書
伝
送
に
関
わ
る
職
務
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
郵
佐
配
置
県
侯

国
の
う
ち
、
下

・

・
臨
沂
は
高
村
が
想
定
し
た
主
要
交
通
路
上
に
あ
り
、
こ
の

主
要
交
通
路
上
に
は
郵
が
配
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る㉙
。
こ
の
交
通
路
は
、
北

は
莒
・
高
広
を
経
て
琅
邪
郡
東
武
県
に
、
南
は
呂
を
経
て
楚
国
彭
城
に
そ
れ
ぞ
れ
伸

び
て
お
り
、
隣
接
す
る
郡
国
と
東
海
郡
を
繋
ぐ
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
。

郵
佐
が
置
か
れ
た
六
県
侯
国
の
内
、
費
県
・
利
成
県
・
蘭
旗
侯
国
は
こ
の
交
通
路

上
に
は
位
置
し
な
い
が
、
こ
れ
ら
三
県
侯
国
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
費
県
（
現
山
東
省
費
県
）
は
、臨
沂
県
（
現
臨
沂
市
）
か
ら
山
地
の
間
を
流
れ
る

浚
河
を
北
西
方
向
に
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
遡
っ
た
地
点
に
位
置
し
、
こ
こ
か
ら
さ

ら
に
北
西
へ
泗
水
沿
い
に
下
る
と
現
在
の
泗
水
県
か
ら
魯
県
（
現
曲
阜
市
）
へ
と
出
る

こ
と
が
で
き
る
経
路
上
に
あ
り
、
現
在
は
国
道
三
一
二
号
線
と

石
鉄
路
が
こ
の

ル
ー
ト
を
通
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
漢
代
に
も
、
臨
沂
県
（
東
海
郡
）

―
費
県
（
東

海
郡
）

―
魯
県
（
魯
国
）
と
い
う
ル
ー
ト
の
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
残
る
利

成
県
と
蘭
旗
侯
国
に
つ
い
て
は
そ
の
位
置
自
体
が
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
郵
佐
が
設

置
さ
れ
た
六
県
侯
国
の
う
ち
四
つ
は
隣
接
す
る
郡
国
を
繋
ぐ
幹
線
道
路
上
に
位
置
し

て
い
る
。

先
述
の
よ
う
に
、郵
は
幹
線
道
路
上
に
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、下

―
―

臨
沂
と
臨
沂

―
費

―
魯
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
全
て
に
郵
が
設
置
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
が
、実
は
そ
う
考
え
る
に
は
問
題
が
あ
る
。「
集
簿
」
に
よ
れ
ば
東

海
郡
内
の
郵
は
三
四
箇
所
で
あ
っ
た
が
、
二
年
律
令
が
規
定
す
る
よ
う
に
十
里
毎
に

郵
が
設
置
さ
れ
た
と
す
る
と
、
郵
が
設
置
さ
れ
た
経
路
の
総
延
長
は
単
純
計
算
で

三
四
〇
里
と
な
る
。
一
方
、
同
じ
く
「
集
簿
」
に
よ
れ
ば
、
東
海
郡
の
領
域
は
東
西

五
五
一
里
、
南
北
四
八
八
里
で
、
先
に
想
定
し
た
下

―
―
臨
沂
の
ル
ー
ト

は
東
海
郡
を
ほ
ぼ
南
北
に
抜
け
る
経
路
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
距
離
は
四
八
八
里
に
近

い
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
二
年
律
令
の
原
則
通
り
十
里
毎
に
郵
が
設
置
さ
れ

た
と
す
る
と
、
下

―
―
臨
沂
の
ル
ー
ト
さ
え
そ
の
全
域
に
郵
を
設
置
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
二
年
律
令
の
規
定
で
は
十
里

一
郵
が
原
則
で
あ
る
が
そ
の
地
域
状
況
に
よ
っ
て
相
当
の
幅
が
許
容
さ
れ
て
い
た㉚
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
東
海
郡
で
も
十
里
よ
り
長
い
間
隔
で
郵
が
置
か
れ
た
と
考
え
る
べ

き
か
も
し
れ
な
い㉛
。
そ
う
す
る
と
、
東
海
郡
に
お
け
る
郵
の
設
置
に
関
し
て
は
次
の

二
つ
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

一
、東
海
郡
内
で
は
、郵
佐
が
設
置
さ
れ
た
六
県
侯
国
を
通
過
す
る
幹
線
道
路
（
下

―
―
臨
沂
、
臨
沂

―
費
、
及
び
、
利
成
県
・
蘭
旗
侯
国
を
通
る
幹
線
道
路
）
全
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て
に
郵
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
設
置
間
隔
は
原
則
の
十
里
よ
り
も
相
当
に

長
か
っ
た32
。

二
、郵
は
郵
佐
配
置
県
侯
国
を
通
る
幹
線
道
路
の
全
て
に
置
か
れ
た
わ
け
で
な
く
、

郵
が
置
か
れ
た
の
は
、
例
え
ば
、
下

―
―
臨
沂
の
ル
ー
ト
だ
け
で
、
こ
れ

以
外
の
臨
沂

―
費
な
ど
の
ル
ー
ト
に
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。

ど
ち
ら
の
可
能
性
を
取
る
か
に
よ
っ
て
、
郵
の
設
置
お
よ
び
郵
行
方
式
の
配
置
に

対
す
る
理
解
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
が
、
尹
湾
漢
簡
に
は
そ
れ
を
判
断
す
る

材
料
が
な
い
。
そ
の
手
掛
か
り
を
探
す
べ
く
、
懸
泉
置
漢
簡
に
目
を
移
し
懸
泉
置
を

中
心
と
す
る
文
書
伝
送
状
況
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三　

懸
泉
置
周
辺
の
文
書
伝
送

（
一
）
懸
泉
置
漢
簡
に
見
え
る
文
書
伝
送
経
路

次
の
表
は
、
懸
泉
置
出
土
簡
に
含
ま
れ
る
文
書
伝
送
記
録
の
中
で
、
文
書
伝
送
に

際
し
て
文
書
の
受
け
渡
し
を
担
当
し
て
い
る
者
（
以
下
「
文
書
授
受
者
」
と
い
う
）
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
集
め
、
文
書
授
受
者
の
所
属
施
設33
の
組
み
合
わ
せ
を
基
準
に

分
類
し
、
そ
の
記
載
内
容
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る34
。
表
の
「
種
類
表
示
」
は
文

書
伝
送
記
録
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
伝
送
文
書
の
内
訳
、「
発
受
信
者
」
は
発
信
者
と
受

信
者
で
、
簡
牘
の
発
信
者
名
の
部
分
に
上
書
を
示
す
「
上
」
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合

は
「
発
受
信
者
」
欄
に
も
「
上
」
と
記
し
た
。「
授
受
者
」
は
所
属
施
設
毎
の
文
書
授

受
者
で
あ
る
。
ま
た
、矢
印
は
文
書
の
伝
送
方
向
を
示
し
、こ
の
矢
印
の
方
向
に
よ
っ

て
発
信
者
と
受
信
者
が
決
ま
る
。
表
の
B1
を
例
に
し
て
言
う
と
、

B1　

 

入
東
軍
書
一
封
、
敦
煌
中
部
都
尉
臣

上
、
詣
行
在
所
、
緑
緯
完
、
居
攝
二
年

十
月
癸
亥
夕
時
、
縣
泉
郵
人
歆
受
平
望
郵
人
、
即
時
遣
張
歆
行

II90D
X

T0114③
:7

／
《
エ
》

と
あ
る
の
で
、「
種
類
表
示
」
は
「
入
東
軍
書
一
封
」、「
発
信
者
」
は
上
書
を
表
す

「
上
」
が
あ
る
の
で
「
敦
煌
中
部
都
尉
『
上
』」、「
授
受
者
」
は
「
縣
泉
郵
人
」
と
「
平

望
郵
人
」、「
受
信
者
」
は
「
行
在
所
」
と
な
る
。

【
表
：
懸
泉
置
漢
簡
の
文
書
伝
送
記
録
】

※
一
便
で
複
数
の
文
書
が
送
付
さ
れ
て
い
て
発
受
信
者
が
異
な
る
場
合
は
分
け
て
記
し
た
。

A
《
平
望

―
懸
泉

―
万
年
》

種
類

表
示

発
受
信
者

平
望

授
受
者

懸
泉

授
受
者

萬
年
授

受
者

発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

A1
皇
帝
璽

書
一
封
敦
煌
太
守

平
望

譯
騎

↑

縣
泉

譯
騎

↑

萬
年

譯
騎

皇
帝

V92D
X

T1612④
:011

／
『
釈
粋
』110

、《
ウ
》《
エ
》

A2

上
書

二
封

長
羅
侯
・

烏
孫
公
主

平
望

譯
騎

↓

縣
泉

譯
騎

↓

萬
年

譯
騎

（
皇
帝
）

II90D
X

T0113③
:065

／
『
釈
粋
』193

、《
ウ
》《
エ
》

A3

平
望
譯

小
史

↓
縣
泉
譯

小
史

↓
萬
年
譯

小
史

IID
X

T0214③
:57

／
《
ウ
》

A4

上
書

一
封

敦
煌
玉
門

都
尉

平（
望
）

譯
小
史
↓
縣
泉
譯

小
史

↓
萬
年
譯

小
史

（
皇
帝
）

V
D

X
T1311③

:272

／
《
ウ
》《
エ
》

B
《
平
望

―
懸
泉
》

種
類

表
示

発
受
信
者

平
望

授
受
者

懸
泉
授
受
者

発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

B1
入
東
軍

書
一
封
敦
煌
中
部

都
尉「
上
」
平
望

郵
人

↓
縣
泉
郵
人（
即

時
遣
張
歆
行
）
↓

行
在
所

II90D
X

T0114③
:7

／
《
エ
》

B2

上
書

一
封

陽
関
都
尉

平
望

譯
騎

↓

縣
泉
譯
騎

↓
遮
要

譯
騎
（
皇
帝
）

I90D
X

T0114③
:5

／
《
エ
》

※
B2
は
平
望
驛
騎
↓
懸
泉
驛
騎
↓
遮
要
驛
騎
と
伝
達
さ
れ
て
い
る
が
、送
付
さ
れ
て
い
る
文
書
は
上
書
な

の
で
懸
泉
か
ら
懸
泉
よ
り
西
側
に
あ
る
遮
要
に
伝
達
さ
れ
る
の
は
不
可
解
で
あ
る
。
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C
《
懸
泉

―
万
年
》

種
類
表
示

発
受
信
者
懸
泉
授
受
者

萬
年
授
受
者
発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

C1

縣
泉
譯
騎

↑

萬
年
譯
騎

IID
X

T0313②
:52

／
《
ウ
》

C2
入
東
書
二　

驛
馬
行

長
史

縣
泉
驛
佐

↓
※

萬
年
驛
佐

刺
史

・
孫
從
事

91D
X

F13C①
:34

／
《
ウ
》

C3

上
書
一
封

太
守

縣
泉
譯
小
史

↓

萬
年
譯

（
皇
帝
）

ID
X

T0114③
:51

／
《
ウ
》

C4

一
封

縣
泉
譯
騎

↓

萬
年
譯
騎

IID
X

T0113③
:141

／
《
ウ
》

C5

上
書
一
封

敦
煌
太
守

↓

萬
年
譯
騎

（
皇
帝
）

IID
X

T0114③
:199

／
《
ウ
》

C6

上
書
一
封

玉
門
都
尉

縣
泉
譯
騎

↓

萬
年
譯
騎

（
皇
帝
）

V
D

X
T1310④

:36

／
《
ウ
》《
エ
》

C7
其
第
一
封
橐

一　

驛
馬
行

張
史

縣
泉
驛
佐

↓

萬
年
驛

V
I91D

X
F13C②

:10A

／
『
釈
粋
』106

、《
ウ
》《
エ
》

※
C2
に
は
「
六
月
六
日
下
夕
掾
夫
尊
受
萬
年
驛
左
憙
付
縣
泉
驛
佐
五
五
不
」
と
あ
り
、萬
年
驛
佐
憙
↓
掾

夫
尊
↓
縣
泉
驛
佐
五
五
不
と
伝
達
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
向
き
は
西
向
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

C2
と
同
じ
長
史
発
信
の
刺
史
（
牧
）
宛
て
文
書
で
あ
る
G14
は
東
向
き
文
書
で
あ
る
。
C2
の
文
書
方
向
お
よ

び
発
受
信
者
は
G14
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、C2
は
東
向
き
文
書
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、授
受
を
表
す
「
付
」

「
受
」
を
書
き
間
違
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

D
《
平
望

―
臨
泉
》

種
類
表
示
発
受
信
者
平
望
授
受
者

臨
泉
授
受
者
発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

D1

平
望
驛

↓

臨
泉
驛

II90D
X

T0114③
:383

／
《
エ
》

D2

入
上
書

一
封

車
師
己
校

伊
循
田
臣

彊

平
望

↓

臨
泉
譯

（
皇
帝
）

V
D

X
T1310③

:67A

／
『
釈
粋
』161

、《
ウ
》《
エ
》

D3

入
東
書

一
封

敦
煌
太
守

「
上
」

平
望
驛
騎

↓

臨
泉
驛
騎

（
皇
帝
）

V
ID

X
T1222②

:3A

／
《
ウ
》

D4

平
望
譯
騎

↓

臨
泉
譯
騎

V92D
X

T1611③
:278A

／
《
エ
》

E
《
臨
泉

―
万
年
》

種
類
表
示
発
受
信
者
臨
泉
授
受
者

萬
年
授
受
者
発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

E1
入
東
軍
書

一
封

平
望
候

「
上
」

臨
泉
亭
長

↓

萬
年
亭
驛
騎
王
路
四
門

II90D
X

T0115①
:59A

／
『
釈
粋
』108

、《
ウ
》《
エ
》

E2

臨
泉
譯

↓

萬
年
譯

V
D

X
T1210③

:31

／
《
ウ
》

F
《
遮
要

―
懸
泉

―
魚
離
》

種
類
表
示

発
受
信
者

遮
要

授
受
者

懸
泉
授

受
者

魚
離

授
受
者
発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

F1

西
詔
一
封

檄
二

都
護

太
守
府
・

賊
曹

遮
要

↑
（
即
時
付

遮
要
）
↑
魚
離
御
車
騎
将
軍

酒
泉
丞
・

龍
勒
守
尉

II90D
X

T0115②
:58

／
《
エ
》

F2
入
東
板
檄
一
敦
煌
長
史
遮
要
御
↓
（
即
時
遣

奴
便
行
）
↓

魚
離

廣
至

II90D
X

T0111①
:184

／
《
エ
》

F3

遮（
要
）御
↓

佐

↓
魚
離
佐
冥
安
・
廣

至
・
淵
泉 II90D

X
T0114③

:498B

／
《
エ
》

G
《
懸
泉

―
魚
離
》

種
類
表
示

発
受
信
者

懸
泉

授
受
者

魚
離

授
受
者

発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

G1

西
書
一
封

廏
御

↑
魚
離
置

廏
佐

賈
充

I90D
X

T0114③
:27

／
《
エ
》

G2
出
西
書
一
封

西
域
騎
都
尉

即
時
立

行

↑

魚
離

嗇
夫

廷
尉

II90D
X

T0112②
:119

／
『
釈
粋
』137

、《
エ
》

G3
入
西
蒲
書
一

封
板
檄
一

敦
煌
府

即
時
御

趙
忘
行
↑
魚
離
奴

（
旁
封
觻
廏
）

孫
章

II90D
X

T0112②
:148

／
《
エ
》

G4
入
西
合
檄
一

板
檄
三

長
史
君

府

縣
泉
佐
↑

魚
離

索
普

宋
掾
・
酒
泉
長

史
・
夬
曹
馬
掾

II90D
X

T0114②
:167

／
《
エ
》

G5
入
西
書
一
封

合
檄
一

督
盗
賊

縣
泉
佐
↑

魚
離

馬
醫

敦
煌
右
尉

II90D
X

T0114②
:203

／
《
エ
》

G6
封
書
二
〔
三

の
誤
〕

敦
煌

敦
煌
太
守
府

縣
泉
御
↑
魚
離
御

冥
安
長

・
大
司
農
丞

弘
農
太
守

II90D
X

T0114③
:519

／
《
エ
》
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G7

西
檄
五

御

↑
魚
離
御
長
史
・
淵
泉
丞
・

冥
安
令
・
魚
離

置
丞

II90D
X

T0114⑤
:12

／
《
エ
》《
オ
》

G8
入
合
板
檄
一
使
者
涼
州
刺
史

治
所

御

↑

魚
離

廏
佐

金
城
太
守

II90D
X

T0115④
:210

／
《
エ
》

G9
入
西
板
檄
二
樂
掾
治
所
・
府

縣
泉

置
佐

↑

魚
離

置
佐

冥
安
丞

IID
X

T0214①
:125

／
『
釈
粋
』112

、《
イ
》

G10

板
檄
一
封

敦
煌
太
守
府

縣
泉
御
↑
魚
離
御

酒
泉
太
守

II90D
X

T0214③
:185

／
《
エ
》

G11

西
檄
一
封

御

↑

魚
離

楊
安

V92D
X

T1311④
:19

／
《
エ
》

G12
出
東
檄
書
一

封
書
四
封

縣
泉

置
御

↓

魚
離

置
御

王
路
四
門

I92D
X

T0114①
:114

／
《
エ
》

G13
出
合
檄
一
楊

記
一

縣
泉
御
↓

魚
離

置
佐

原
掾
治
所

II90D
X

T0113②
:34A

／
《
エ
》

G14
出
東
葦
篋
書

一
封

蒲
封
書
三

記
二

敦
煌
長
史

敦
煌
長
史
・
敦

煌
中
部
都
尉

敦
煌
千
人

縣
泉

馬
醫

↓

魚
離

助
佐

涼
州
牧
治
所

涼
州
牧
治
所
・

督
郵
李
掾
治
所

淵
泉
縣

II90D
X

T0114②
:216

／
《
イ
》《
エ
》

G15
出
東
合
檄
四

從
事
田
掾

縣
泉

置
奴

↓

魚
離

置
佐

從
事
張
掾
治
所

・
從
事
陳
掾
治

所
・
從
事
祭
酒

張
掾
治
所

II90D
X

T0114③
:444A

／
《
エ
》

G16
出
東
板
檄
四

太
守

縣
泉

御
廏

↓
魚
離
卒

督
郵
・
廣
至
・

冥
安
・
淵
泉

II90D
X

T0114④
:21A

／
《
エ
》

G17

上
書
一
封

西
域
騎
都
尉

縣
泉

驛
騎

↓

魚
離

驛
騎

（
皇
帝
）

V92D
X

T1311④
:47

／
《
エ
》

G18

東
書
一
封

合
檄
二

板
檄
三

太
守

太
守

太
守

↓
魚
離
御

涼
州
刺
史

廣
至
・
淵
泉

淵
泉
・
右
扶
風

V92D
X

T1509②
:13

／
《
エ
》

H
《
遮
要

―
縣
泉
》

種
類
表
示

発
受
信
者

遮
要

授
受
者

懸
泉

授
受
者
発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

H1
出
西
合
檄
板

檄
二

府
・
陽
関

遮
要
置

嗇
夫

↑
縣
泉
御

II90D
X

T0111①
:98

／
《
エ
》

H2
入
西
書
二
封

府

遮
要
佐
↑
縣
泉
御

II90D
X

T0114②
:137

／
《
エ
》

H3

西
書
二
封

太
守
府

遮
要
御
↑

淵
泉
丞
・

冥
安
右
尉

II90D
X

T0216②
:344

／
《
エ
》

H4
出
西
合
檄
三

使
者

君
魏
君

・
犠
和
公
孫
掾

大
將
軍
司
馬
儲
夫
子

遮
要
佐
↑

縣
御

都
護
郎
將

廣
至
丞

III92D
X

T0907③
:3

／
《
エ
》

H5

書
一
封

遮
要
御
↑
縣
泉
置

復
作

廣
至
長

V92D
X

T1410③
:121

／
《
エ
》

H6
出
東
書
一
封

霍
長

遮
要

置
奴

↓
某
（
行
）

I90D
X

T0111②
:39

／
《
エ
》

H7

書
一
封

敦
煌
長
史

遮
要
御
↓
縣
泉
御

冥
安

I90D
X

T0114③
:6

／
《
エ
》

H8
入
東
緑
緯
書

一
封

敦
煌
長｢

上｣

遮
要
奴
↓

御
某

（
行
）

公
車

II90D
X

T0114②
:165

／
『
釈
粋
』245

、《
イ
》《
エ
》

H9
出
緑
緯
書
一

封

西
域
都
護｢

上｣

遮
要
馬

醫
奴

↓
縣
泉
佐
行
在
所
公

車
司
馬

II90D
X

T0114

②:206

／
『
釈
粋
』146

、《
エ
》

H10

東
書
二
封

長
史

遮
要
御
↓

淵
泉

・
冥
安

II90D
X

T0114④
:292

／
《
エ
》

H11
出
東
合
檄
一

鮑
掾

遮
要

↓

縣
泉

置
佐

東
道
平
水

史
杜
卿

II90D
X

T0214①
:13

／
《
エ
》

H12

入
東
記
一

敦
煌
長
史

遮
要
奴
↓
縣
泉
佐
廣
至
守
長

II90D
X

T0214①
:27

／
《
エ
》

H13
入
東
緑
緯
書

一
封

敦
煌
庫
令｢

上｣

遮
要
奴
↓
縣
泉
佐

公
車

II90D
X

T0214②
:194A

／
《
エ
》

I
《
甘
井

―
遮
要
》

種
類
表
示

発
受
信
者
甘
井
授
受
者

遮
要
授
受
者
発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

I1
入
東
軍
書
一
封
玉
門
都
尉

「
上
」

甘
井
驛

↓

遮
要
廏
吏

（
皇
帝
）

IID
X

T0214②
:239A

／
《
ウ
》

I2
入
東
軍
書
一
封
玉
門
都
尉

「
上
」

甘
井
驛

↓

遮
要
驛
吏

（
皇
帝
）

II90D
X

T0214②
:266A

／
《
ウ
》《
エ
》

I3

入
東
軍
一
封

使
者
解
君

「
上
」

甘
井
驛
吏

↓

遮
要
驛
吏

（
皇
帝
）

II90D
X

T0214②
:267A

／
《
ウ
》《
エ
》

I4

甘
井
驛
吏

↓

遮
要
驛
吏

IID
X

T0214②
:268

／
《
ウ
》
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J
《
臨
泉

―
石
靡
》

種
類
表
示

発
受
信
者

臨
泉

授
受
者

石
靡

授
受
者

発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

J1
入
西
書
四
封

府敦
煌

臨
泉

↑

石
靡

廣
至
長
・
中
部
司
馬

II90D
X

T0111①
:219

／
《
エ
》

J2

東
書
五
封

太
守

臨
泉
亭
長
↓
石
靡
亭
長

V
D

X
T1512③

:17

／
《
カ
》

J3

東
書
八
封

板
檄
四

楊
檄
三

太
守

敦
煌
長

水
長

太
守

郭
尊

龍
勒
長

楊
建

臨
泉

↓

石
靡
卒

酒
泉
府
・
左
馮
翊
・
右

扶
風
・
河
東
大
守
府

魚
澤
候

東
部
水

宜
禾
都
尉
・
益
廣
候
・

廣
校
候
・
屋
闌
候

廣
至

都
史
張
卿

冥
安

V
D

X
T1611③

:308

／
『
釈
粋
』109

J4

臨
泉
亭
長
↑
廣
至
石
靡

亭
長

IID
X

T0213③
:26

／
《
カ
》

※
J2
は
、敦
煌
県
楽
望
亭
↓
效
穀
県
安
民
亭
…
…
臨
泉
亭
↓
石
靡
亭
と
い
う
経
路
で
伝
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

※
J4
は
、廣
至
石
靡
亭
↓
臨
泉
亭
↓
西
門
亭
…
…
廷
（
效
穀
県
廷
）
と
い
う
経
路
で
伝
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

K
《
毋
窮

―
臨
泉
》

種
類
表
示

発
受
信
者
毋
窮
授
受
者

臨
泉
授
受
者
発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

K1
出
西
書
板
檄
三
函
一

毋
窮

↑

臨
泉
卒

V92D
X

T1210③
:12A

／
《
エ
》

K2

出
西
書
四
封
函
一

毋
窮
卒

↑

臨
泉
卒

V
D

X
T1210③

:84A

／
《
ウ
》

K3
出
西
書
第
一
篋
檄
一

毋
窮
卒

↑

臨
泉
卒

V
D

X
T1210③

:100A

／
《
ウ
》

K4
出
西
書
三
封
檄
一
函

一

毋
窮
卒

↑

臨
泉
卒

V92D
X

T1210③
:102A

／
《
エ
》

K5

出
書
第
二
篋
檄
一

毋
窮
卒

↑

臨
泉
卒

V92D
X

T1310③
:50A

／
《
エ
》

K6

入
東
書
第
四
篋

毋
窮
卒

↓

臨
泉
卒

V
D

X
T1310④

:31A

／
《
ウ
》

K7

入
東
書
第
二
篋

毋
窮
卒

↓

臨
泉
卒

V92D
X

T1311③
:33A

／
《
ウ
》《
エ
》

K8

入
東
書
九
封
記
三

毋
窮
卒

↓

臨
泉
卒

V
I91D

X
F23:2

／
《
エ
》

L
《
懸
泉

―
石
靡
》

種
類
表
示

発
受
信
者
懸
泉
授
受
者

石
靡
授
受
者
発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

L1

出
西
書
三
封

合
檄
二
封

府府龍
勒

縣
泉
御

↑

石
靡
御

淵
泉
・
農
史

左
丞
長

冥
安
長

II90D
X

T0215①
:26

／
《
エ
》

L2
入
西
書
八
郵
行

縣
泉
郵

↑

石
靡
郵

V
I90D

X
F13C①

:5

／『
釈
粋
』116

、《
イ
》《
エ
》

M
《
懸
泉

―
広
至
》

種
類
表
示
発
受
信
者
授
受者

懸
泉
授

受
者

授
受者

発
受
信
者

簡
番
号
／
出
典

M1
入
板
檄
一

府

遮
要

↑
（
廣
至
魏

大
房
）

懸
泉

置
御

↑
（
廣
至
魏

大
房
）

廣
至

樊
隆

II90D
X

T0114
③

:425

／
《
エ
》

M2
入
東
入
檄
二

書
一
封

敦
煌
長
史

西
域
騎
都
尉

廣
至尉

↓

（
遣
）御

（
行
）

淳
于
掾

公
車

II90D
X

T0111
①

:212

／
《
エ
》

M3
出
東
書
四
封

合
檄
一

府
記
四

敦
煌
太
守

鮑
彭

鮑
彭

廣
至

廏
佐

↓

縣
泉

置
佐

↓
（
廣
至

廏
佐
）

勧
農
掾
・
勧
農
史
・

廣
至
・
冥
安
・
淵
泉

東
道
平
水
史
杜
卿

廣
至
・
淵
泉
・
冥

安
・
宜
禾
都
尉

IID
X

T0114
②

:294

／
『
釈
粋
』111

懸
泉
置
漢
簡
の
文
書
伝
送
記
録
か
ら
は
、
文
書
授
受
者
の
所
属
施
設
に
つ
い
て
表

所
掲
の
A
〜
M
の
十
三
の
組
合
せ
が
確
認
で
き
る35
。
以
下
、
こ
の
組
合
せ
を
検
討
す
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る
こ
と
で
文
書
伝
送
経
路
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
懸
泉
置
漢
簡
に
見

え
る
文
書
伝
送
経
路
に
つ
い
て
は
宮
宅
潔
・
張
俊
民
に
よ
る
考
察
が
既
に
あ
る36
の
で
、

そ
れ
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
。
二
人
の
想
定
す
る
文
書
伝
送
経
路
を
示
そ

う
。宮

宅
潔
：　
　

平
望
駅
│
┘　
　
　
　
　

┐
│
万
年
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　

遮
要
置
│
├
│
懸
泉
置
│
┼
│
魚
離
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┌
│
石
靡
郵

 

張
俊
民
：
楽
望
亭
│
│
安
民
亭
│
│
甘
井
騎
置
│
│
某
亭
│
│
遮
要
置
│

　
　
　
　

│
某
亭
│
│
平
望
騎
置
│
│
毋
窮
亭
│
│
懸
泉
置
│
│
臨
泉
亭
│

　
　
　
　

│
石
靡
亭
│
│
万
年
騎
置
│
│
某
亭
│
│
魚
離
置

宮
宅
潔
が
こ
の
経
路
を
発
表
し
て
以
降
、
個
別
の
論
文
の
中
で
の
引
用
に
よ
っ
て

我
々
の
知
る
所
と
な
っ
た
懸
泉
置
漢
簡
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て

宮
宅
潔
の
提
示
し
た
経
路
を
補
足
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
張
俊
民
の
文
書
伝
送

経
路
想
定
に
つ
い
て
は
方
法
的
に
問
題
が
あ
る
。
一
つ
は
、
懸
泉
置
周
辺
の
伝
送
経

路
は
一
本
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
し
か

し
、
宮
宅
潔
の
想
定
す
る
経
路
が
複
数
で
あ
る
よ
う
に
、
懸
泉
置
周
辺
の
文
書
伝
送

経
路
が
一
つ
と
は
限
ら
な
い
。
も
う
一
つ
は
、
置
と
置
の
間
に
騎
置
が
置
か
れ
、
置

と
騎
置
と
の
間
に
亭
が
置
か
れ
る
と
い
う
形
が
ま
た
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
簡
牘
資
料
に
は
そ
の
前
提
を
明
ら
か
に
示
す
記
述
は
確
認
で

き
な
い
。
両
者
が
既
に
懸
泉
置
周
辺
の
文
書
伝
送
経
路
を
提
示
し
て
い
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
こ
こ
で
改
め
て
文
書
伝
送
記
録
そ
の
も
の
に
戻
っ
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
の

は
か
か
る
理
由
の
た
め
で
あ
る
。

従
来
、
文
書
授
受
者
の
所
属
施
設
の
組
み
合
わ
せ
が
、
即
ち
文
書
伝
送
経
路
で
あ

る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
M2
・
M3
で
は
、
広
至
に
所
属
す
る
吏
が
懸
泉
置

に
「
東
檄
」「
東
書
」
を
伝
送
し
て
き
て
い
る
が
、従
来
の
理
解
で
は
こ
の
授
受
の
事

例
か
ら
、（
西
）
広
至

―
懸
泉
置
（
東
）
と
い
う
文
書
伝
送
経
路
が
想
定
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
G
や
H
の
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
広
至
は
懸
泉
置
の
東
に
位
置
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、こ
の
経
路
を
想
定
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
M1

37
の
よ
う
に
同
一
人

物
に
よ
っ
て
広
至
↓
懸
泉
↓
遮
要
と
文
書
が
運
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
M2
や
M3
の
事
例
は
、
懸
泉
よ
り
西
に
出
張
し
て
い
た
広
至
所
属
の
吏
が
出
張
か

ら
戻
っ
て
く
る
際
に
文
書
を
運
ん
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
懸
泉
置
漢

簡
で
は
文
書
授
受
者
が
自
分
の
所
属
施
設
を
離
れ
て
文
書
伝
送
を
し
て
い
る
場
合
も

あ
り
、
文
書
授
受
者
が
A
所
属
と
B
所
属
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
文
書

が
施
設
A
か
ら
施
設
B
へ
伝
送
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ

る
。
文
書
伝
送
記
録
の
中
で
、
同
一
の
文
書
授
受
者
の
組
合
せ
が
複
数
確
認
さ
れ
る

も
の
に
限
っ
た
の
は
そ
の
為
に
他
な
ら
な
い
。

文
書
伝
送
経
路
の
よ
り
正
確
な
復
元
の
為
に
、
本
稿
で
は
、
文
書
授
受
者
の
所
属

施
設
に
加
え
て
、
文
書
授
受
者
の
肩
書
き38
に
も
注
目
し
た
。
表
の
A
・
I
・
K
な
ど

に
顕
著
な
よ
う
に
、
文
書
授
受
者
の
所
属
施
設
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
A
か
ら
M
ま

で
の
組
合
せ
に
お
い
て
、
文
書
授
受
者
の
肩
書
き
は
概
ね
一
定
で
あ
る
。
例
え
ば
、

A
は
駅
騎
か
駅
小
史39
、
I
は
駅
か
駅
吏
、
K
は
全
て
卒
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
書

授
受
者
の
肩
書
き
が
概
ね
一
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
肩
書
き
を
持
つ
者

が
所
属
す
る
機
関
、
即
ち
、
駅
騎
や
駅
小
史
で
あ
れ
ば
駅
、
卒
で
あ
れ
ば
亭40
が
そ
こ

で
の
文
書
伝
送
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
文
書

伝
送
の
方
式
と
密
接
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
文
書
授
受
者
の
所
属

施
設
と
そ
の
肩
書
き
の
二
つ
を
基
準
と
し
て
、
懸
泉
置
周
辺
の
文
書
伝
送
経
路
を
考

え
て
ゆ
こ
う
。

ま
ず
、
A
《
平
望

―
懸
泉

―
万
年
》・
B
《
平
望

―
懸
泉
》・
C
《
懸
泉

―

万
年
》
の
三
つ
の
組
合
せ
を
取
り
上
げ
よ
う
。
B
と
C
は
懸
泉
で
接
続
し
、
A
が
そ
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の
全
体
を
包
含
し
て
い
る
の
で
、
A
・
B
・
C
は
一
つ
の
文
書
伝
送
経
路
を
構
成
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
書
授
受
者
の
面
か
ら
も
そ
れ
が
確
認
で
き
る
。
A
・
B
・

C
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
授
受
者
の
肩
書
き
は
、
A
が
駅
騎
・
駅
小
史
、
B
が
駅
騎
・
郵

人
、
C
が
駅
佐
・
駅
騎
・
駅
小
史
で
あ
る
。
B
に
見
え
る
郵
人
以
外
は
、
駅
に
所
属

す
る
吏
卒41
で
あ
る
。
な
お
、
C
に
は
こ
の
他
に
「
萬
年
驛
某
」
と
い
う
形
で
肩
書
き

の
明
示
さ
れ
て
い
な
い
例
が
あ
る
が
、
そ
の
某
が
万
年
駅
に
所
属
す
る
吏
卒
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
経
路
と
し
て
平
望

―

懸
泉

―
万
年
が
想
定
で
き
る
。

つ
ぎ
に
、
D
《
平
望

―
臨
泉
》
と
E
《
臨
泉

―
万
年
》
に
つ
い
て
。
D
の
方

は
、
D2
に
機
関
名
を
記
さ
な
い
「
平
望
」
が
見
え
る
他
は
全
て
駅
に
所
属
す
る
吏
卒

で
あ
る
。
E
の
方
は
、
臨
泉
亭
長
も
見
え
る
が
、
D
・
E
の
他
例
か
ら
臨
泉
に
駅
が

置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。そ
う
す
る
と
、D
と
E
の
平
望

―
臨
泉

―

万
年
に
つ
い
て
も
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
経
路
と
想
定
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
経
路
、即
ち
、平
望

―
懸
泉

―
万
年
と
平
望

―
臨
泉

―

万
年
は
、と
も
に
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
経
路
で
あ
る
上
に
平
望
と
万
年
が
共
通
す
る
。

従
っ
て
、
平
望
・
万
年
間
の
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
に
つ
い
て
は
、
途
中
、
懸
泉
を
通

過
す
る
場
合
と
臨
泉
を
通
過
す
る
場
合
の
二
経
路
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
に
、
F
《
遮
要

―
懸
泉

―
魚
離
》、
G
《
懸
泉

―
魚
離
》、
H
《
遮
要

―

懸
泉
》
に
つ
い
て
。
G
と
H
は
懸
泉
で
接
続
し
、
F
が
そ
の
全
体
を
包
含
し
て
い
る

の
で
、
F
・
G
・
H
は
一
つ
の
文
書
伝
送
経
路
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
に
見
え
る
懸
泉
・
遮
要
・
魚
離
が
い
ず
れ
も
置
で
あ
る
こ
と
は
次
の
簡
か
ら
わ

か
る
。

10　

 

神
爵
四
年
四
月
丙
戌
、
大
守
守
屬
領
縣
泉
置
、
移
遮
要
置

ID
X

T0309③
:37

／
『
釈
粋
』
七
二
、《
ア
》《
オ
》

11　

魚
離
置
爲
長
羅
侯
車
吏
士
、
置
傳
一
封

□

ID
X

T0309③
:309

／
『
釈
粋
』
一
九
七

ま
た
、
F
・
G
・
H
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
授
受
者
の
肩
書
き
を
み
る
と
、
御
と
佐
で
約

三
分
の
二
を
占
め
る42
が
、「
置
御
」（

G12
）、「
置
佐
」（
G9
）
と
あ
る
よ
う
に
御
も
佐
も

置
に
所
属
す
る
者
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
遮
要

―
懸
泉

―
魚
離
は
置
に
よ
る
文
書

伝
送
経
路
と
し
て
想
定
で
き
る
。

I
《
甘
井

―
遮
要
》
は
遮
要
で
先
の
遮
要

―
懸
泉

―
魚
離
に
接
続
す
る
が
、

I
の
文
書
授
受
者
の
肩
書
き
は
ほ
と
ん
ど
が
駅
・
駅
吏
で
あ
っ
て
、
置
に
よ
る
伝
送

で
あ
る
F
・
G
・
H
と
は
異
な
り
、
駅
に
よ
る
伝
送
で
あ
る
A
・
B
・
C
に
一
致
す

る
。
そ
れ
故
、甘
井

―
遮
要
は
遮
要
で
遮
要

―
懸
泉

―
魚
離
に
接
続
す
る
が
、

こ
れ
と
は
系
統
を
異
に
す
る
文
書
伝
送
経
路
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

J
《
臨
泉

―
石
靡
》
と
K
《
毋
窮

―
臨
泉
》
は
臨
泉
で
接
続
す
る
。
文
書
授

受
者
の
肩
書
き
は
、
J
が
亭
長
と
卒
、
K
が
卒
で
、
K
の
毋
窮
卒
は
亭
に
所
属
す
る

卒
で
あ
る43
の
で
、
J
・
K
は
共
に
亭
に
よ
る
文
書
伝
送
と
考
え
ら
れ
る
。
J
・
K
を

直
接
繋
ぐ
事
例
は
確
認
で
き
な
い
が
、
表
の
J2
は
亭
に
よ
る
毋
窮

―
臨
泉

―
石

靡
の
文
書
伝
送
経
路
の
存
在
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
J2
を
挙
げ
よ
う
。

J2　

 

東
書
五
封
太
守
章　

甘
露
元
年
四
月
、
安
民
亭
長
誼
光
受
敦
煌
樂
望
亭
真
如
、

到
臨
泉
亭
長
賀
付
石
靡
亭
長
武
、
道
延
袤
百
卌
里
、
行
十
五
時
。

V
D

X
T1512③

:17

／
《
カ
》

こ
こ
で
は
敦
煌
県
楽
望
亭
↓
安
民
亭
…
…
臨
泉
亭
↓
石
靡
亭
と
、
亭
を
繋
ぐ
形
で
文

書
が
伝
送
さ
れ
て
い
る
。こ
の
簡
は
效
穀
県
内
の
文
書
伝
送
状
況
の
報
告
で
あ
る
為
、

安
民
亭
か
ら
臨
泉
亭
ま
で
の
授
受
に
つ
い
て
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
亭
に
よ
る
文

書
伝
送
で
あ
る
か
ら
、
臨
泉
亭
に
文
書
を
伝
送
し
た
の
は
、
K
で
臨
泉
亭
に
伝
送
し
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て
い
る
毋
窮
亭
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
亭
に
よ
る
文
書
伝
送
経
路
と
し

て
毋
窮

―
臨
泉

―
石
靡
が
想
定
で
き
る
。

残
る
二
つ
の
う
ち
、
L
《
懸
泉

―
石
靡
》
は
、
そ
の
文
書
授
受
者
が
L1
で
は
御
、

L2
で
は
郵
と
な
っ
て
い
る
。
御
と
郵
に
よ
る
文
書
伝
送
は
先
述
の
よ
う
に
異
な
る
伝

送
方
式
と
思
わ
れ
る
し
、
事
例
も
伝
送
方
式
を
異
に
す
る
こ
の
二
例
の
み
な
の
で
、

L
の
文
書
伝
送
経
路
を
想
定
す
る
こ
と
は
保
留
し
た
い
。
ま
た
、
M
《
懸
泉

―
広

至
》
で
あ
る
が
、
M2
と
M3
に
基
づ
い
て
文
書
伝
送
経
路
を
想
定
す
る
に
は
問
題
が
あ

る
こ
と
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
懸
泉
置
周
辺
に
は
次
の
四
つ
の
文
書
伝
送
経
路
が
想
定
さ
れ

る
。①　

　
　
　

┐
│
臨
泉
│
┘

　
　

平
望
│
┴　
　
　
　

┬
│
万
年　

…
…
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
：

　
　
　
　
　

┌
│
懸
泉
│
└　
　
　
　
　
　

 

表
A
・
B
・
C
・
D
・
E

②　

甘
井
│
│
遮
要　
　
　
　
　
　
　

…
…
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
：
表
I

③　

遮
要
│
│
懸
泉
│
│
魚
離　
　
　

…
…
置
に
よ
る
文
書
伝
送
：
表
F
・
G
・
H

④　

毋
窮
│
│
臨
泉
│
│
石
靡　
　
　

…
…
亭
に
よ
る
文
書
伝
送
：
表
J
・
K

次
に
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
文
書
伝
送
経
路
と
郵
行
方
式
な
ど
の
文
書
伝
送
方
式
と
の

対
応
関
係
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

（
二
）
懸
泉
置
周
辺
の
文
書
伝
送
経
路
と
文
書
伝
送
方
式

初
め
に
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
の
経
路
で
あ
る
①
②
を
取
り
上
げ
よ
う
。
①
②
に
見

え
る
万
年
・
平
望
・
甘
井
は
騎
置
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

12　

效
穀
甘
井
騎
置
一
所
第
二　

馬
三
匹　

吏
一
人　

小
未
傅
三
人

II90D
X

T0115③
:32

／
《
ウ
》《
エ
》

13　

效
穀
平
望
騎
置
一
所
第
四　

馬
三
匹　

吏
一
人　

小
未
傅
三
人

II90D
X

T0216②
:341

／
《
ウ
》《
エ
》

14　

□
四
、
願
與
萬
年
騎
置
券
付 

IID
X

T0215③
:217B

／
《
ウ
》

騎
置
に
は
吏
一
人
、
馬
三
匹
、
小
未
傅
三
人
が
配
備
さ
れ
て
い
た
が
、
騎
置
に
置
か

れ
て
い
る
馬
は
駅
馬
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
駅
馬
を
飼
育
管
理
す
る
の
が
駅

騎
で
あ
っ
た
こ
と
が
次
の
二
簡
か
ら
わ
か
る
。

15　

 

甘
露
二
年
七
月
戊
子
朔
辛
丑
、
敦
煌
大
守
千
秋
・
長
史
奉
憙
・
丞
破
胡
謂
效
穀
。

書
言
、
甘
井
驛
馬
一
匹
病
狂
、
縣
泉
驛
馬
一
匹
、
傷

不
可
用
行
軍
書
、
有
到
、

擇
騎
馬
厚
輕
者
二
匹
補
傷
。
敦
煌
養
食
毋
令
羸
痩
。
遣

II90D
X

T0115③
:79

／
《
エ
》

16　

 

庚
辰
朔
壬
寅
、
縣
泉
廄
佐
世
敢
言
之
。
爰
書
。
驛
騎
莊
光
告
曰
、
所
葆
養
驛
馬

一
匹
、
騂
乘
、
左
驃
、
齒
十
二
歲
、
高
五
尺
□
□
診
馬
死
丞
祿
前
。
身
完
毋
兵

刃
木
索
。
病
中
強
上
。
死
審
證
之
。
它
如
爰
書
。
敢
言
之
。

V
D

X
T1412④

:2

／
《
オ
》

史
料
15
に
「
甘
井
驛
馬
」
と
あ
り
、
史
料
16
に
は
「
驛
騎
莊
光
」
が
「
驛
馬
一
匹
」

を
保
養
し
て
い
る
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
騎
置
に
は
駅
馬
が
置
か
れ
、
そ
の
駅
馬
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は
駅
騎
が
飼
育
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
駅
騎
は
騎
置
に
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
の
簡
は
、
騎
置
に
亭
長
及
び
駅
騎
が
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

17　

今
萬
年
騎
置
亭
長
□
□
及
驛
騎
□
□
等
臨
泉
譯
行
□

V
D

X
T1310③

:98

／
《
ウ
》《
カ
》

こ
れ
と
先
の
史
料
12
・
13
と
を
重
ね
れ
ば
、
史
料
12
・
13
の
吏
が
亭
長
で
、
小
未
傅

が
駅
騎
に
当
た
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
①
②
の
経
路
上
に
位
置
す
る
懸
泉
置
・
遮
要
置

に
も
騎
置
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
次
の
簡
か
ら
わ
か
る
。

18　

縣
泉
置
騎
置　
　

西
到
平
望
騎
置
五
十
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
出
廣
至
萬
年
騎
置
卌V92D

X
T1411②

:55

／
《
ウ
》《
エ
》

19　

效
穀
遮
要
騎
置
一
所
第
三　

馬
三
匹　

吏
一
人

V90D
X

T1812②
:103

／
《
ウ
》《
エ
》

こ
の
よ
う
に
懸
泉
置
や
遮
要
置
に
騎
置
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
置
で
あ

る
魚
離
置
に
も
騎
置
が
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、G17
44

に
「
魚
離
驛
騎
」
と

見
え
る
こ
と
か
ら
、
魚
離
置
に
も
騎
置
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
同

様
に
、
D3
・
D4
に
「
臨
泉
驛
騎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
臨
泉
に
も
騎
置
が
置
か
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
駅
に
よ
る
伝
送
経
路
で
あ
る
①
②
は
騎
置
を

駅
騎
・
駅
馬
で
繋
い
で
文
書
を
伝
送
す
る
方
式
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
う
す
る

と
、
平
望
騎
置

―
遮
要
騎
置
も
こ
の
文
書
伝
送
経
路
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
経
路
①
②
は
、

⑤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┐
臨
泉
騎
置
┘

　
　

甘
井
騎
置
│
遮
要
騎
置
│
平
望
騎
置
┴　
　
　
　

┬
萬
年
騎
置
│
魚
離
騎
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┌
懸
泉
騎
置
└

と
連
続
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
経
路
の
文
書
授
受
者
（
表
A
・
B
・
C
・
D
・
E
・
I
）
は
、

先
述
の
よ
う
に
B1
の
郵
人
を
除
き
全
て
駅
に
所
属
す
る
吏
卒
で
あ
っ
た
。
そ
の
郵
人

は
郵
に
配
属
さ
れ
た
文
書
伝
送
要
員
で
あ
る45
か
ら
、
⑤
に
お
い
て
は
、
駅
に
よ
る
文

書
伝
送
の
中
に
一
例
だ
け
郵
に
よ
る
文
書
伝
送
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
が
、
次
掲
の
文
書
伝
送
記
録
は
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。

20　

 

出
西
書
一
、
郵
行
、
書
河
南
丞
印
章
、
三
月
五
日
起
、
蒲
驛
□
落

頭
、
詣
□
、

一
簡
嚴
、
詣
府
。
永
光
十
四
年
四
月
廿
九
日
、
日
中
三
刻
盡
時
、
縣
泉
驛
佐
吾

武
付
毋
窮
驛
佐
魏
匀 

V
I91D

X
F13C②

:7

／
《
エ
》

こ
れ
は
、
河
南
丞
印
で
封
印
さ
れ
た
「
西
書
」
一
通
の
文
書
伝
送
記
録
で
あ
る
が
、

「
出
西
書
一
」
の
後
ろ
に
「
郵
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
郵
に
よ
っ
て
伝
送
さ
れ
て
い

る
L2
46に

も
同
様
に
「
郵
行
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
郵
行
」
が
郵
に
よ
る
伝
送

を
指
示
し
た
語
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
従
っ
て
、
同
じ
く
「
郵
行
」
と
記
さ

れ
て
い
る
史
料
20
も
郵
に
よ
っ
て
伝
送
さ
れ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
こ
の
「
西
書
」
を
授
受
し
て
い
る
の
は
駅
に
所
属
す
る
駅
佐
な
の
で
あ
る47
。
そ

の
場
合
、
解
釈
の
可
能
性
は
二
つ
考
え
ら
れ
る
、
一
つ
は
、
郵
に
よ
っ
て
伝
送
さ
れ

る
文
書
は
郵
人
と
駅
所
属
の
吏
卒
の
両
方
に
よ
っ
て
伝
送
さ
れ
た
と
い
う
解
釈
。
も

う
一
つ
は
、
史
料
20
は
本
来
郵
が
伝
送
す
べ
き
文
書
を
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
駅

が
伝
送
し
て
い
る
例
外
的
な
事
例
で
、
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
と
郵
に
よ
る
文
書
伝
送

は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
答
え
は
次

の
文
書
伝
送
記
録
の
中
に
あ
る
。
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21　
 

東
書
四
、
尺
檄
四
、
郵
行
、
尺
檄
二
、
西
部
督
郵
印
、
閏
月
十
日
起
、
一
十
二

日
起
、
一
詣
東
部
督
郵
、
驛
馬
行
（
以
下
略
） 

V
IF13C②

:5A

／
《
ア
》

こ
こ
で
は
冒
頭
に
「
東
書
四
、
尺
檄
四
、
郵
行
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
次
の
「
尺
檄
二
」

は
冒
頭
の
「
尺
檄
四
」
の
内
訳
に
当
た
ろ
う
。
そ
の
「
尺
檄
二
」
の
一
つ
は
「
東
部

督
郵
」
宛
で
「
駅
馬
行
」
と
あ
る
が
、
冒
頭
で
は
こ
の
「
尺
檄
二
」
を
含
む
「
尺
檄

四
」
に
つ
い
て
「
郵
行
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
、「
郵
行
」
と
「
駅

馬
行
」
は
同
じ
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
文
書
伝
送
記
録
に
は
受

け
渡
し
日
時
と
担
当
者
の
記
載
は
な
い
が
、
L2
で
は
、「
郵
行
」
と
指
示
さ
れ
た
「
西

書
八
」
が
石
靡
郵
の
牛
羌
か
ら
懸
泉
郵
の
孫
沖
に
渡
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、こ
の
「
西
書
八
」
が
一
便
と
し
て
一
括
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
う
す
る
と
、
先
の
「
駅
馬
行
」
の
「
東
部
督
郵
」
宛
尺
檄
を
含
む
「
東
書
四
、
尺

檄
四
」
も
一
便
と
し
て
一
括
輸
送
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
送
付
形
態
が
「
郵
行
」

で
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

「
驛
馬
行
」
と
記
さ
れ
る
文
書
は
、
C2
、
C7
に
見
え
る
よ
う
に
、
駅
に
よ
っ
て
伝
送

さ
れ
て
お
り
、
一
方
、
先
述
の
よ
う
に
「
郵
行
」
と
記
さ
れ
る
文
書
は
郵
に
よ
っ
て

伝
送
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
駅
馬
行
」
と
「
郵
行
」
が
同
一
便
中
に
混
在

し
、
全
体
で
は
「
郵
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
整
合
的

に
理
解
す
る
た
め
に
は
、「
駅
馬
行
」
と
「
郵
行
」、
即
ち
、
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
と

郵
に
よ
る
文
書
伝
送
は
実
態
と
し
て
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。
そ
う
考

え
る
な
ら
ば
、
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
経
路
（
表
A
・
B
・
C
・
D
・
E
・
I
）
の
中
で
、

B1
だ
け
が
郵
人
に
よ
っ
て
文
書
が
伝
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
疑
問
と
す
る
に
足
ら
な

い48
。
先
述
の
よ
う
に
、
郵
人
が
一
例
の
み
で
、
そ
の
他
は
全
て
駅
に
よ
る
文
書
伝
送

で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
懸
泉
置
周
辺
で
は
郵
の
代
わ
り
に
駅
馬
を
配
備
し
た
騎

置
が
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
郵
に
よ
る
文
書
伝
送
は
、
地
域
に
よ
っ
て

は
郵
の
代
わ
り
に
駅
馬
を
配
備
し
た
騎
置
に
よ
っ
て
伝
送
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
③
遮
要

―
懸
泉

―
魚
離
を
考
察
し
よ
う
。
こ
の
経
路
は
、
置
所
属
の

吏
卒
に
よ
る
文
書
伝
送
の
経
路
で
あ
っ
た
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
懸
泉
置
は
史
料
7

に
見
え
る

池

―
觻
得

―
昭
武

―
祁
連
置

―
表
是
…
…
玉
門

―
沙
頭

―
乾
斉

―
淵
泉
と
続
く
幹
線
道
路
上
に
位
置
し
て
い
た
。
③
の
経
路
を
通
る
G3

に
は
、「
其
書
一
封
、
破
、
旁
封
觻
廏
、
詣
敦
煌
府
」
と
あ
る
よ
う
に
、
封
印
が
壊
れ

た
た
め
「
觻
廏
」
の
印
で
再
度
封
印
さ
れ
て
い
る
敦
煌
太
守
宛
文
書
一
通
が
あ
る
が
、

こ
の
「
觻
廏
」
と
は
觻
得
県
の
廏
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
史
料
1
に
あ
る
よ
う
に
二

年
律
令
に
は
封
印
が
壊
れ
た
場
合
、
経
路
上
の
県
で
再
封
印
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
の
「
觻
廏
」
印
は
そ
れ
に
当
た
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
G3
は
觻

得
県
を
通
っ
て
懸
泉
置
ま
で
き
た
こ
と
に
な
り
、
③
遮
要

―
懸
泉

―
魚
離
の
経

路
が
史
料
7
に
見
え
る
幹
線
道
路
に
続
い
て
い
た
証
と
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
検
討
し
た
⑤
は
、
魚
離
騎
置
（
魚
離
置
）

―
万
年
騎
置

―
懸

泉
騎
置
（
懸
泉
置
）
／
臨
泉
騎
置

―
平
望
騎
置

―
遮
要
騎
置
（
遮
要
置
）

―
甘

井
騎
置
と
繋
ぐ
文
書
伝
送
経
路
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
内
、
魚
離
置
・
懸
泉
置
・
遮
要

置
を
繋
ぐ
の
が
③
で
あ
る
。
つ
ま
り
、魚
離
騎
置
（
魚
離
置
）
か
ら
甘
井
騎
置
へ
と
続

く
同
じ
経
路
を
通
り
な
が
ら
、
置
だ
け
を
繋
ぐ
形
で
文
書
が
伝
送
さ
れ
る
の
が
③
、

単
独
設
置
の
騎
置
と
置
に
併
置
さ
れ
た
騎
置
の
両
方
を
繋
ぐ
形
で
文
書
が
伝
送
さ
れ

る
の
が
⑤
と
い
う
関
係
に
な
る
。
先
述
の
よ
う
に
⑤
が
郵
行
方
式
に
当
た
る
の
で
あ

れ
ば
、
⑤
と
同
じ
く
幹
線
道
路
上
を
通
り
な
が
ら
置
だ
け
を
繋
ぐ
形
で
文
書
が
伝
送

さ
れ
る
③
が
県
次
方
式
に
当
た
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
⑤
と
③
の
伝
送
形
態
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
と
こ
ろ
の
郵
行
方
式
と

県
次
方
式
の
伝
送
形
態
、
即
ち
、
郵
行
方
式
・
県
次
方
式
は
と
も
に
幹
線
道
路
上
を

伝
送
し
て
ゆ
く
も
の
で
、
県
次
方
式
は
幹
線
道
路
上
に
位
置
す
る
県
・
置
を
繋
ぐ
形

で
文
書
が
伝
送
さ
れ
、
一
方
の
郵
行
方
式
は
幹
線
道
路
上
に
置
か
れ
た
県
及
び
県
と

県
と
の
間
に
原
則
十
里
ご
と
に
置
か
れ
た
郵
を
繋
ぐ
形
で
文
書
が
伝
送
さ
れ
る
と
い
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う
伝
送
形
態
と
、
郵
を
騎
置
に
置
き
換
え
れ
ば
完
全
に
一
致
す
る
。

最
後
に
、
④
の
文
書
伝
送
経
路
で
あ
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
亭
に
よ
っ
て
文
書
が

伝
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
亭
行
方
式
に
当
た
る
だ
ろ
う
。
亭
行
方
式
の
文
書
伝

送
経
路
で
あ
る
④
は
、
懸
泉
置
周
辺
で
は
毋
窮

―
臨
泉

―
石
靡
と
続
く
が
、
前

掲
J2
に
拠
れ
ば
敦
煌
県
楽
望
亭

―
安
民
亭
…
…
臨
泉
亭

―
石
靡
亭
と
続
い
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
見
え
る
安
民
亭
と
臨
泉
亭
は
、
次
の
簡
に
見
え
る
。

22　

安
民
亭
寫
傳
至
臨
泉
亭　

□ 
IID

X
T0216③

:138A

／
《
カ
》

「
寫
傳
」
と
あ
る
よ
う
に
、こ
の
宛
先
の
記
載
は
安
民
亭
か
ら
臨
泉
亭
ま
で
こ
の
文
書

を
複
写
し
て
伝
送
す
る
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
、
安
民
亭
か
ら
臨
泉
亭
ま
で
亭
を
つ

な
ぐ
形
で
文
書
伝
送
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
次
の
簡
も
同
様
の
記
載
様
式

を
も
ち
、
こ
ち
ら
に
は
甘
井
亭
が
見
え
る
。

23　

甘
井
亭
以
東
寫
傳
至
臨
泉
、
以
亭
行　

□ 
IID

X
T0215②

:034

／
《
カ
》

こ
こ
で
は
甘
井
亭
か
ら
東
、
臨
泉
亭
ま
で
「
以
亭
行
」、
即
ち
亭
行
方
式
で
文
書
を
伝

送
せ
よ
と
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
甘
井
亭
か
ら
臨
泉
亭
ま
で
亭
を
つ
な
ぐ
形

で
の
文
書
伝
送
経
路
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
遮
要

―
臨
泉
の
経

路
も
あ
っ
た
。

24　

遮
要
以
東
寫
傳
至
臨
泉

 
V

D
X

T1310③
:135A

／
《
ウ
》

　

 

九
月
戊
午
、
郵
書
令
史
弦
告
遮
要
以
東
亭
長
。
閒
者
郵
書
皆
不
中
程
、
諸

　

券
相
付
受
日
時
、
甚
毋
状
、
自
今
以
來
、
使
界
上
置
函
刺
、
外
常
完
函
□

V
D

X
T1310③

:135B

／
《
ウ
》

表
面
に
「
遮
要
以
東
写
伝
し
て
臨
泉
に
至
る
」
と
あ
る
が
、
裏
面
に
「
遮
要
以
東
の

亭
長
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
遮
要
か
ら
臨
泉
ま
で
亭
を
繋
ぐ
形
で
文
書
が
伝
送
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
亭
行
方
式
の
臨
泉
以
西
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
安
民
亭

―
臨
泉

亭
、
甘
井
亭

―
臨
泉
亭
、
遮
要
亭

―
臨
泉
亭
の
三
経
路
が
簡
牘
に
は
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
三
経
路
が
相
互
に
独
立
し
た
別
の
経
路
で
あ
る
可
能
性
も
無
い
で
は
な
い

が
、
甘
井
・
遮
要
は
と
も
に
郵
の
伝
送
経
路
上
に
位
置
す
る
し
、
亭
に
よ
る
東
西
方

向
の
文
書
伝
送
経
路
が
三
本
も
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
亭
は
一
本

の
経
路
上
に
位
置
す
る
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
安
民
亭
・
甘
井
亭
・

遮
要
亭
の
位
置
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
I1
・
I2
・
I3
よ
り
、
甘
井
が
遮

要
の
東
に
位
置
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
甘
井
騎
置
は
效
穀
県
所
属
（
史
料
12
）

で
、安
民
亭
が
敦
煌
県
楽
望
亭
（
前
掲
J2
）
と
県
境
を
挟
ん
で
隣
接
し
て
い
る49
こ
と
か

ら
、
安
民
亭
は
甘
井
亭
よ
り
も
西
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
こ
の

亭
に
よ
る
文
書
伝
送
経
路
は
、
西
か
ら
安
民
亭
…
…
甘
井
亭
…
…
遮
要
亭
…
…
臨
泉

亭
と
並
ん
で
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
懸
泉
置
周
辺
に
は
三
系
統
の
文
書
伝
送
経
路
が
存
在
し
、

⑤
が
郵
行
方
式
、
③
が
県
次
方
式
、
④
が
亭
行
方
式
の
伝
送
経
路
に
当
た
る
。
こ
れ

ら
の
三
経
路
は
、
文
書
伝
送
方
式
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
各
々
が
完
全

に
独
立
し
て
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
郵
行
方
式
の
⑤
と
県
次
方
式
の
③
と

が
重
な
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
複
数
の
文
書
伝
送
方
式
が
中
継
地

点
と
し
て
同
一
施
設
を
共
有
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
即
ち
、臨
泉
は
、表
の
D
に
「
臨

泉
驛
騎
」
と
あ
る
よ
う
に
騎
置
が
置
か
れ
た
一
方
で
、
史
料
22
に
は
「
臨
泉
亭
」
と

あ
る
の
で
、
騎
置
と
亭
が
併
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
様
に
、
甘
井
に
つ

い
て
も
史
料
12
に
「
甘
井
騎
置
」、
史
料
23
に
「
甘
井
亭
」
と
あ
り
、
遮
要
に
つ
い
て

も
史
料
19
に
「
遮
要
騎
置
」、
史
料
24
に
「
遮
要
以
東
亭
長
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
甘

井
と
遮
要
に
は
騎
置
と
亭
が
併
置
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
遮
要
に
つ
い
て
は
、
史
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料
10
に
「
遮
要
置
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

騎
置
・
亭
に
加
え
て
置
も
併
置
さ
れ
て

い
た
。
騎
置
は
郵
行
方
式
の
、
置
は
県

次
方
式
の
中
継
点
で
あ
る
か
ら
、
楽
望

亭
か
ら
石
靡
亭
へ
と
続
く
亭
行
方
式
の

文
書
伝
送
経
路
は
、
甘
井
と
臨
泉
で
郵

行
方
式
の
文
書
伝
送
経
路
と
、
遮
要
で

郵
行
・
県
次
両
方
式
の
文
書
伝
送
経
路

と
接
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
懸

泉
置
周
辺
の
文
書
伝
送
経
路
を
図
示
す

る
と
上
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
安
民

亭
・
甘
井
亭
・
遮
要
亭
・
毋
窮
亭
そ
れ

ぞ
れ
の
間
に
別
の
亭
が
あ
っ
た
か
否
か

に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
三
）
郵
行
方
式
と
県
次
方
式
の
運
用

本
節
で
は
、
三
つ
の
文
書
伝
送
方
式

の
う
ち
、
郵
行
方
式
と
県
次
方
式
の
運

用
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
初
め
に
文
書
の
種
類
や
宛
先
と
文

書
伝
送
方
式
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て

み
よ
う
。

表
の
A
〜
E
と
I
は
郵
行
方
式
で
伝

送
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
が
、そ
こ
に
は
、

皇
帝
の
璽
書
（
A1
）、
上
書
（
A2
、
A4
、
B2
、
C3
、
C5
、
C6
、
D2
）、
軍
書
（
B1
、
E1
、
I1
、

I2
、
I3
）
が
見
え
る
。
璽
書
と
上
書
は
皇
帝
が
直
接
の
発
受
信
者
と
な
る
文
書
で
あ

る
。「
軍
書
」
で
宛
先
の
わ
か
る
の
は
「
行
在
所
」（
B1
）、「
王
路
四
門
」（
E1
）
で
あ

る
が
、「
行
在
所
」
は
皇
帝
の
所
在
を
指
し50
、「
王
路
四
門
」
は
公
車
司
馬
の
王
莽
期

の
名
称
で51
、
そ
の
公
車
司
馬
は
上
書
の
受
領
を
掌
る52
の
で
、
行
在
所
宛
と
王
路
四
門

宛
の
文
書
は
と
も
に
上
書
に
当
た
る
。
I1
・
I2
・
I3
は
軍
書
で
宛
先
を
明
記
し
な
い

が
、
い
ず
れ
も
発
信
者
の
部
分
に
「
上
」
と
あ
り
、
同
じ
く
軍
書
で
「
上
」
と
記
す

B1
は
先
述
の
よ
う
に
上
書
に
当
た
る
の
で
、
I1
・
I2
・
I3
も
上
書
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。「
東
書
」
で
宛
先
を
明
示
し
な
い
D3
も
発
信
者
部
分
に
「
上
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
上
書
と
考
え
て
よ
い53
。
以
上
の
例
か
ら
、
皇
帝
の
下
す
文
書
や
皇
帝
宛
の
上
書
・

軍
書
は
郵
行
方
式
で
伝
送
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る54
。

一
便
に
含
ま
れ
る
文
書
数
に
目
を
向
け
る
と
、
郵
行
方
式
の
特
殊
性
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
県
次
方
式
や
亭
行
方
式
で
は
複
数
の
文
書
を
一
緒
に
伝
送
し
て
い
る

場
合
が
多
い
の
に
対
し
て
、
郵
行
方
式
で
の
上
書
・
軍
書
の
伝
送
は
、
A2
を
除
き
全

て
一
封
の
み
で
あ
る
。
そ
の
A2
も
、
発
信
者
で
あ
る
長
羅
侯
と
烏
孫
公
主
は
共
に
烏

孫
の
都
で
あ
っ
た
赤
谷
城
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る55
の
で
、
二
通
の
上
書
は
一
緒
に
発

送
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
上
書
・
軍
書
が
一
封
ま
た
は
同
時
作
成
の
複

数
封
の
み
で
伝
送
さ
れ
、
他
の
文
書
と
一
緒
に
は
伝
送
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

上
書
・
軍
書
は
そ
れ
が
作
成
さ
れ
た
時
点
で
随
時
発
送
さ
れ
、
宛
先
に
到
着
す
る
ま

で
そ
れ
単
独
で
伝
送
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
郵
行
方
式
は
皇
帝
発
受
信

文
書
専
用
の
伝
送
体
制
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
よ
う56
。

郵
行
方
式
の
残
り
の
例
で
種
類
表
示
が
確
認
で
き
る
の
は
C2
と
C7
で
あ
る
が
、
共

に
「
驛
馬
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
驛
馬
行
」
と
指
示
さ
れ
た
C2
は
皇
帝
宛
で
は
な

く
刺
史
・
従
事
宛
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
皇
帝
宛
以
外
の
文
書
で
も
「
驛
馬
行
」
と
指

定
す
る
こ
と
で
郵
行
方
式
で
伝
送
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
二
年
律
令
の

規
定
で
は
郵
行
方
式
で
伝
送
さ
れ
る
の
は
「
制
書
」
と
「
急
書
」
で
あ
っ
た57
の
で
、

楽望亭………安民亭………甘井亭　……遮要亭　……毋窮亭……臨泉亭　……石靡亭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┌臨泉騎置┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　│
　　　　　　　　　　　甘井騎置──遮要騎置──平望騎置┤　　　　├─萬年騎置─魚離騎置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　│
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　└懸泉騎置┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　遮要置　━━━━━━━懸泉置　━━━━━━━魚離置

━━━：置による文書伝送＝県次方式……表 F・G・H

───：郵による文書伝送＝郵行方式……表 A・B・C・D・E・I

………：亭による文書伝送＝亭行方式……表 J・K
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C2
は
「
急
書
」
に
該
当
す
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
郵
行
方
式
で
伝
送
さ
れ
る
の
は
、
皇
帝
の
璽
書
と
皇
帝
宛
て
上
書
・

軍
書
、
お
よ
び
「
急
書
」
に
該
当
し
「
驛
馬
行
」
と
指
示
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
皇
帝
の
発
信
し
た
文
書
お
よ
び
皇
帝
宛
の
文
書
の
全

て
が
郵
行
方
式
で
伝
送
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

皇
帝
の
璽
書
（
A1
）
は
郵
行
方
式
で
あ
っ
た
が
、
F1
に
み
え
る
よ
う
に
詔
書
は
県

次
方
式
に
よ
っ
て
伝
送
さ
れ
て
い
る
。
皇
帝
が
下
す
詔
書
で
は
あ
る
が
、
送
付
さ
れ

て
い
る
詔
書
の
直
接
の
発
信
者
が
車
騎
将
軍
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
居
延
漢
簡

に
も
太
守
が
発
信
し
た
詔
書
の
例
が
あ
り58
、
こ
ち
ら
も
郵
で
は
な
く
卒
に
よ
っ
て
伝

送
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
璽
書
は
単
独
で
伝
送
さ
れ
て
い
る
が
、
F1
で
は
詔
書
が
他

の
公
文
書
と
一
緒
に
伝
送
さ
れ
て
お
り
、
詔
書
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
特
別
の
取
り

扱
い
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

逆
に
、
皇
帝
宛
の
文
書
に
つ
い
て
言
え
ば
、
H8
・

H13
が
公
車
宛
、
H9
が
行
在
所
公

車
司
馬
宛
で
、
い
ず
れ
も
発
信
者
の
部
分
に
「
上
」
と
あ
る59
の
で
上
書
で
あ
る
が
、

全
て
県
次
方
式
で
伝
送
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
「
緑
緯
書
」
と
記
さ
れ
て
い

て
、
H9
に
「
緯
長
丈
一
尺
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
緑
色
の
紐
で
縛
ら
れ
た
文
書
の
よ
う

で
あ
る
が
、「
緑
緯
」
は
B1
に
も
見
え
、
B1
は
「
行
在
所
」
宛
の
軍
書
で
あ
っ
た
。
そ

れ
故
、
H8
・
H9
・

H13
も
軍
書
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
軍
書
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ら

は
郵
行
方
式
で
は
な
く
県
次
方
式
で
伝
送
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
書
・
軍
書
は
こ
の
よ
う
に
郵
行
方
式
と
県
次
方
式
の
両
方
で
伝
送
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
上
書
・
軍
書
以
外
の
文
書
も
同
様
で
あ
っ
た
。
長
史
か
ら
刺
史
・
従
事
宛

て
の
文
書
で
あ
る
C2
は
「
驛
馬
行
」
と
指
示
さ
れ
郵
行
方
式
で
伝
送
さ
れ
て
い
る
が
、

C2
と
同
じ
く
郡
太
守
・
長
史
か
ら
刺
史
へ
と
送
ら
れ
て
い
る
G14
と
G18
は
、
郵
行
方
式

で
は
な
く
県
次
方
式
で
送
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
上
書
・
軍
書
で
も
そ
れ

以
外
の
文
書
で
も
、
発
信
者
と
宛
先
を
同
じ
く
す
る
文
書
が
郵
行
方
式
と
県
次
方
式

の
両
方
で
伝
送
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
使
い
分
け
に
つ
い
て
は

明
ら
か
で
な
い
。

皇
帝
発
受
信
文
書
専
用
の
伝
送
体
制
と
し
て
の
郵
行
方
式
で
は
殆
ど
の
場
合
文
書

一
通
だ
け
で
伝
送
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
県
次
方
式
は
複
数
の
文
書
を
一
緒
に

伝
送
し
て
い
る
場
合
の
方
が
多
い
。
県
次
方
式
で
一
便
の
中
に
複
数
の
文
書
が
含
ま

れ
る
の
は
、文
書
伝
送
の
中
継
点
で
文
書
を
集
配
し
な
が
ら
伝
送
し
た
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
G7
は
長
史
・
淵
泉
丞
・
冥
安
令
・
魚
離
置
丞
発
信
の
「
西
檄
五
」
を
懸
泉

御
が
魚
離
御
か
ら
受
領
し
た
際
の
記
録
で
あ
る
が
、「
西
檄
五
」
の
中
に
魚
離
置
丞
発

信
の
檄
が
一
つ
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
書
は
魚
離
置
ま
で
送
ら
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
魚
離
置
丞
発
信
の
檄
が
追
加
さ
れ
て
縣
泉
ま
で
伝
送
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
文
書
の
封
印
か
ら
伝
送
状
況
を
復
元
す
れ
ば
、
初
め
、
淵
泉
丞
発
信
の
檄
二

つ
が
淵
泉
県
か
ら
冥
安
県
ま
で
伝
送
さ
れ
、
そ
こ
で
冥
安
令
発
信
の
檄
一
が
追
加
さ

れ
て
魚
離
置
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で
さ
ら
に
魚
離
置
丞
発
信
の
檄
一
が
追
加
さ
れ
て
懸

泉
置
ま
で
伝
送
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
各
中
継
点
に
お
い
て
そ
こ
に

あ
る
文
書
を
加
え
て
一
緒
に
伝
送
し
た
た
め
に
、
一
便
の
中
に
複
数
の
文
書
が
含
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う60
。
漢
帝
国
の
都
と
各
地
方
と
を
結
ぶ
文
書
伝
送
に
は

郵
行
方
式
と
県
次
方
式
が
あ
っ
た
が
、
郵
行
方
式
が
皇
帝
発
受
信
文
書
の
伝
送
体
制

と
し
て
主
に
運
用
さ
れ
て
い
て
、
各
官
署
の
間
で
遣
り
取
り
さ
れ
る
一
般
の
文
書
は

限
ら
れ
た
場
合
の
み
郵
行
方
式
で
伝
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
、
県
次
方

式
こ
そ
が
漢
帝
国
全
土
に
文
書
を
伝
送
す
る
大
動
脈
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

文
書
伝
送
の
大
動
脈
で
あ
る
わ
り
に
、
県
次
方
式
の
文
書
伝
送
体
制
は
十
分
に
整

備
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
状
況
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
県
次
方
式
に
当
た
る
表

の
F
・
G
・
H
に
見
え
る
文
書
授
受
者
の
三
分
の
二
を
置
所
属
の
吏
で
あ
る
御
と
佐

で
占
め
る
も
の
の
、
文
書
伝
送
が
そ
の
職
務
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
馬
医
（
G5
、

G14
）
や
、
奴
（
G3
、
G15
、
H6
、
H8
、
H9
、

H12
、

H13
）
や
復
作
（
H5
）
も
文
書
伝
送
を
担
っ

て
お
り
、
文
書
の
伝
送
が
特
定
の
吏
卒
の
職
務
と
し
て
定
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
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い
。
ま
た
、
懸
泉
置
で
の
文
書
授
受
者
が
御
や
佐
で
あ
る
こ
と
か
ら
県
次
方
式
で
の

文
書
伝
送
と
考
え
ら
れ
る
M1
で
は
、
広
至
か
ら
懸
泉
置
ま
で
文
書
を
運
ん
で
き
た
広

至
の
魏
大
房
に
さ
ら
に
遮
要
ま
で
文
書
を
運
ば
せ
て
い
る
し
、
同
様
に
県
次
方
式
と

考
え
ら
れ
る
M2
・
M3
で
は
、
広
至
の
尉
や
廏
佐
が
敦
煌
方
面
へ
の
出
張
か
ら
広
至
へ

戻
る
際
に
文
書
を
運
ん
で
き
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
文
書
伝
送
を
担
う
者
が
一
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
県
次
方
式
で
の
文
書
伝

送
は
郵
行
方
式
の
よ
う
に
専
任
の
要
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
時
そ
の
時
に
適
当
な
者
を
選
ん
で
文
書
を
伝
送
さ
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
三
節
に
亘
っ
て
懸
泉
置
周
辺
の
文
書
伝
送
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
前
章
で
残
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
東
海
郡
の
郵

設
置
範
囲
に
つ
い
て
の
問
題
を
最
後
に
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

結
び
に
か
え
て

―
三
つ
の
文
書
伝
送
方
式
の
配
置

本
稿
第
二
章
で
は
、
東
海
郡
に
お
け
る
郵
の
配
置
に
つ
い
て
、
一
、
東
海
郡
内
を

通
る
幹
線
道
路
の
一
部
の
み
置
か
れ
た
可
能
性
と
、
二
、
郡
内
の
郵
佐
設
置
県
侯
国

を
通
る
幹
線
道
路
の
全
て
に
置
か
れ
た
可
能
性
の
二
つ
を
想
定
し
た
が
、
前
掲
の
史

料
24
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
史
料
24
に
は
「
郵
書

令
史
弦
告
遮
要
以
東
亭
長
。
閒
者
郵
書
皆
不
中
程
」
と
あ
っ
て
、
郵
書
令
史
が
遮
要

以
東
の
亭
長
に
対
し
て
文
書
伝
送
状
況
の
調
査
を
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
懸
泉

置
漢
簡
の
分
析
で
は
、
亭
長
が
管
理
す
る
亭
は
亭
行
方
式
の
文
書
伝
送
に
関
わ
る
機

関
で
、郵
行
方
式
の
文
書
伝
送
に
は
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、

亭
長
に
伝
送
状
況
の
調
査
命
令
を
下
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
郵
書
令
史
は
郵
に

よ
っ
て
文
書
が
伝
送
さ
れ
る
郵
行
方
式
だ
け
で
な
く
、
亭
に
よ
っ
て
文
書
が
伝
送
さ

れ
る
亭
行
方
式
に
つ
い
て
も
管
理
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

こ
の
よ
う
に
、
郵
書
令
史
が
郵
行
方
式
以
外
の
文
書
伝
送
方
式
も
管
理
し
て
い
た

と
す
る
な
ら
ば
、
郵
書
令
史
と
同
じ
く
文
書
伝
送
を
管
理
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
郵

佐
も
同
様
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
東
海
郡
に
お
い
て
郵
佐
配
置

県
を
郵
行
方
式
の
文
書
伝
送
経
路
が
通
過
し
て
い
た
と
考
え
る
必
要
は
な
く
な
る
の

で
あ
る
。
東
海
郡
に
は
三
四
郵
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
十
里
毎
の
設
置
で
は
東
海

郡
を
南
北
に
抜
け
る
経
路
の
全
域
に
郵
が
設
置
で
き
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
郵

は
六
つ
の
郵
佐
配
置
県
侯
国
を
通
る
幹
線
道
路
の
う
ち
郡
治

県
を
通
る
下

―

―
臨
沂
の
経
路
に
だ
け
置
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

先
述
の
よ
う
に
、
郵
行
方
式
と
県
次
方
式
の
経
路
は
重
な
っ
て
い
た
の
で
、
下

―
―
臨
沂
の
経
路
は
郵
行
方
式
に
加
え
て
県
次
方
式
で
の
文
書
伝
送
も
行
わ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
こ
れ
以
外
の
幹
線
道
路
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
次
の
二
簡
で
あ
る
。

25　
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史
料
25
で
は
、
甘
井
卒
が
中
部
都
尉
府
宛
て
文
書
を
中
部
都
尉
府
の

門
卒
に
渡

し
て
い
る61
。
甘
井
に
は
騎
置
と
亭
が
併
置
さ
れ
て
い
た
が
こ
こ
で
は
甘
井
卒
と

門

卒
に
よ
っ
て
文
書
が
伝
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
甘
井
ま
で
と
甘
井

―
都
尉
府

間
は
亭
行
方
式
で
文
書
が
伝
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
史
料
J4
で
は
、
広

至
石
靡
亭
長
↓
臨
泉
亭
長
↓
…
…
↓
西
門
亭
長
↓
廷
（
效
穀
県
廷
）
と
文
書
が
伝
送
さ

れ
て
い
る62
が
、
亭
を
リ
レ
ー
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
亭
行
方
式
で
の
文
書
伝
送
と
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わ
か
る
。
つ
ま
り
、
中
部
都
尉
府
と
效
穀
県
廷
は
ど
ち
ら
も
県
次
方
式
の
文
書
伝
送

経
路
上
に
は
位
置
し
て
お
ら
ず
、
亭
行
方
式
に
よ
っ
て
文
書
が
伝
送
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
懸
泉
置
漢
簡
を
見
る
限
り
県
次
方
式
は
郵
行
方
式
と
そ
の
経
路
が
重
複
し

て
お
り
、
ま
た
、
県
次
方
式
の
文
書
伝
送
経
路
上
に
位
置
し
な
い
都
尉
府
・
県
廷
が

存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
県
次
方
式
は
郵
行
方
式
と
そ
の
経
路
を
同
じ
く
し
、
そ
の
経

路
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
亭
行
方
式
に
よ
っ
て
文
書
が
伝
送
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

懸
泉
置
周
辺
で
は
平
望
騎
置
と
万
年
騎
置
に
も
亭
が
併
置
さ
れ
て
い
た63
が
、
こ
の

二
亭
は
亭
行
方
式
の
文
書
伝
送
経
路
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
亭

行
方
式
は
そ
の
地
域
に
存
在
す
る
亭
の
中
の
特
定
の
亭
だ
け
を
繋
ぐ
形
で
形
成
さ
れ

た
経
路
の
上
を
行
き
来
す
る
文
書
伝
送
方
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、

尹
湾
漢
簡
「
集
簿
」
に
よ
れ
ば
東
海
郡
内
に
は
六
八
八
の
亭
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
中
の
特
定
の
亭
を
繋
ぐ
形
で
亭
行
方
式
の
文
書
伝
送
経
路
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ

が
下

―
―
臨
沂
の
経
路
上
に
位
置
し
な
い
県
・
侯
国
な
ど
を
結
ん
で
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
書
く
と
亭
行
方
式
は
郡
国
内
の
文
書
伝
送
だ
け
を
掌
る
方
式
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
亭
行
方
式
は
隣
接
す
る
郡
国
を
繋
ぐ
も
の
で
も
あ
っ
た
。

亭
行
方
式
の
文
書
伝
送
で
あ
る
J3
に
は
、
広
至
県
・
冥
安
県
と
い
っ
た
敦
煌
郡
の
属

県
宛
て
の
文
書
の
他
に
、
敦
煌
郡
外
の
酒
泉
太
守
・
河
東
太
守
・
左
馮
翊
・
右
扶
風

な
ど
に
宛
て
た
文
書
も
含
ま
れ
て
お
り
、
亭
行
方
式
で
は
郡
域
を
超
え
た
文
書
伝
送

も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
亭
行
方
式
の
伝
送
経
路
が
県
次
方
式
の
経

路
と
は
別
に
長
安
ま
で
続
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
途
中
、
遮
要
の
よ
う
に
亭
行

方
式
と
県
次
方
式
の
経
路
が
接
続
し
て
い
る
中
継
点
か
ら
は
県
次
方
式
に
よ
っ
て
伝

送
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

本
稿
の
初
め
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
陳
偉
は
郵
行
方
式
と
県
次
方
式
を
二
つ
の
基

本
的
文
書
伝
送
方
式
と
考
え
、郵
行
方
式
は
郡
と
郡
を
結
ぶ
幹
線
道
路
上
に
置
か
れ
、

そ
れ
以
外
の
部
分
は
県
次
方
式
に
よ
っ
て
文
書
が
伝
送
さ
れ
た
と
考
え
て
い
た
が
、

本
稿
の
考
察
結
果
に
よ
れ
ば
、
郵
行
方
式
と
県
次
方
式
は
共
に
郡
と
郡
を
結
ぶ
幹
線

道
路
上
に
置
か
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
部
分
の
文
書
伝
送
は
亭
行
方
式
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
三
方
式
を
漢
帝
国
全
土
を
覆
う
基
本
的
な
文
書
伝
送

方
式
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。「
以
郵
行
」
と
「
以
県
次
伝
」
の
見
え
る
二
年
律
令

二
七
三
〜
二
七
五
（
史
料
1
）
に
「
以
亭
行
」
が
見
え
な
い
の
は
、冒
頭
に
「
郵
人
行

書
」
と
あ
る
よ
う
に
こ
れ
が
郵
行
方
式
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
文
書
伝
送
方
式
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
他
に
燧
を
順
に
伝
送
し
て
ゆ
く
燧
次
方

式
も
あ
っ
た
が
、
燧
は
長
城
付
設
の
軍
事
施
設
で
、「
燧
次
行
」
と
記
さ
れ
た
簡
牘
も

長
城
遺
址
出
土
簡
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
長
城
地
帯
に
限
っ
て
設
置
さ
れ

た
文
書
伝
送
方
式
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
長
々
と
秦
漢
時
代
の
文
書
伝
送
方
式
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
の

結
果
、
三
つ
の
伝
送
方
式
の
存
在
お
よ
び
そ
の
相
互
関
係
の
一
部
は
明
ら
か
に
で
き

た
と
思
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
県
次
方
式
と
亭
行
方
式
の
具
体
的
な
使
い
分
け
な

ど
に
つ
い
て
は
結
局
よ
く
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
後
、
懸
泉
置
漢

簡
や
里
耶
秦
簡
が
全
面
的
に
公
表
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
問
題
も
解
決
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
が
、
そ
の
時
に
は
、
本
稿
で
の
結
論
も
ま
た
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
本
稿
を
、
懸
泉
置
漢
簡
な
ど
が
公
表
さ
れ
た
時
の
議
論
の
た
た
き
台
と
し

て
提
示
す
る
所
以
で
あ
る
。

【
懸
泉
置
漢
簡
出
典
一
覧
】

『
釈
粋
』： 

中
国
文
物
研
究
所
胡
平
生
・
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
張
徳
芳
『
敦
煌
懸

泉
漢
簡
釈
粋
』（
上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
一
）

《
ア
》　

：
呉
礽
驤
「
説
〝
都
吏
〞」（『
簡
牘
学
研
究
』
四　

二
〇
〇
四
）

《
イ
》　

： 

張
俊
民
「
敦
煌
懸
泉
出
土
漢
簡
所
見
人
名
綜
述
（
二
）

―
以
少
数
民
族

人
名
為
中
心
的
考
察
」（『
西
域
研
究
』
二
〇
〇
六
―
四
）
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《
ウ
》　

： 

張
経
久
・
張
俊
民
「
敦
煌
漢
代
懸
泉
置
遺
址
出
土
的
〝
騎
置
〞
簡
」（『
敦

煌
学
輯
刊
』
二
〇
〇
八
―
二
）

《
エ
》　

：
郝
樹
声
・
張
徳
芳
『
懸
泉
漢
簡
研
究
』（
甘
粛
人
民
出
版
社　

二
〇
〇
八
）

《
オ
》　

： 
張
俊
民
「
懸
泉
漢
簡
〝
置
丞
〞
簡
与
漢
代
郵
伝
官
吏
制
度
演
変
」（『
中
国
古

中
世
史
研
究
』
二
〇　

二
〇
〇
九
）

《
カ
》　

： 

張
俊
民
「
敦
煌
懸
泉
漢
簡
所
見
〝
亭
〞」（『
南
都
学
壇
（
人
文
社
会
科
学
学
報
）』

三
〇
―
一　

二
〇
一
〇
）

注①　
『
漢
書
』
卷
一
九
上　

百
官
公
卿
表
上
「
吏
員
自
佐
史
至
丞
相
、十
二
萬
二
百
八
十
五

人
。」

②　

冨
谷
至
『
文
書
行
政
の
漢
帝
国
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会　

二
〇
一
〇
）
四
〇
七
頁
。

③　

大
庭
脩
『
大
英
図
書
館
蔵　

敦
煌
漢
簡
』（
同
朋
舎
出
版　

一
九
九
〇
）、甘
粛
省
文

物
考
古
研
究
所
『
敦
煌
漢
簡
』（
中
華
書
局　

一
九
九
一
）、労
榦
『
居
延
漢
簡　

図
版

之
部
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所　

一
九
五
七
）、中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究

所
『
居
延
漢
簡　

甲
乙
編
』（
中
華
書
局　

一
九
八
〇
）、
謝
桂
華
・
李
均
明
・
朱
国

『
居
延
漢
簡
釈
文
合
校
』（
文
物
出
版
社　

一
九
八
七
）、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・

甘
粛
省
博
物
館
・
中
国
文
物
研
究
所
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
『
居
延
新
簡　

甲
渠
候
官
』（
中
華
書
局　

一
九
九
四
）。

④　

陳
夢
家
「
漢
簡
考
述
」（
一
九
六
三
初
出　
『
漢
簡
綴
述
』
中
華
書
局　

一
九
八
〇　

所
収
）、永
田
英
正
「
陳
夢
家
氏
の
破
城
子
を
居
延
都
尉
府
と
す
る
説
の
批
判
」（
同
氏

『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
同
朋
舎　

一
九
八
九
）、李
均
明
「
漢
簡
所
見
『
行
書
』
文
書
述

略
」（
一
九
八
九
初
出　
『
初
学
録
』
蘭
台
出
版
社　

一
九
九
九　

所
収
）、李
振
宏
「
居

延
地
区
郵
駅
方
位
考
」（
同
氏
『
居
延
漢
簡
与
漢
代
社
会
』
中
華
書
局　

二
〇
〇
二
）

な
ど
。
ま
た
、
文
書
制
度
全
般
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
と
し
て
、
汪
桂
海
『
漢

代
官
文
書
制
度
』（
広
西
教
育
出
版
社　

一
九
九
九
）、
李
均
明
・
劉
軍
『
簡
牘
文
書

学
』（
広
西
教
育
出
版
社　

一
九
九
九
）
な
ど
が
あ
る
。

⑤　

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』（
文
物
出
版
社　

一
九
九
〇
）、

張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕』（
文
物

出
版
社　

二
〇
〇
一
）、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
荊
州
博
物
館
・
早
稲
田
大
学
長

江
流
域
文
化
研
究
所
・
彭
浩
・
陳
偉
・
工
藤
元
男
主
編
『
二
年
律
令
与
奏
讞
書　

張
家

山
二
四
七
号
漢
墓
出
土
法
律
文
献
釈
読
』（
上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
七
）。

⑥　

エ
ノ
・
ギ
ー
レ
「『
郵
』
制
攷

―
秦
漢
時
代
を
中
心
に

―
」（『
東
洋
史
研
究
』

六
三
―
二　

二
〇
〇
四
）
八
頁
。

⑦　

甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
「
甘
粛
敦
煌
漢
代
懸
泉
置
遺
址
発
掘
簡
報
」（『
文
物
』

二
〇
〇
〇
―
五
）、柴
生
芳
（
藤
井
律
之
訳
）「
敦
煌
漢
晋
懸
泉
遺
址
」（
冨
谷
至
編
『
辺

境
出
土
木
簡
の
研
究
』
朋
友
書
店　

二
〇
〇
三
）、
郝
樹
声
・
張
徳
芳
「
懸
泉
漢
簡
与

懸
泉
置
」（
同
氏
『
懸
泉
漢
簡
研
究
』
甘
粛
人
民
出
版
社　

二
〇
〇
八　

所
収
）。

⑧　

中
国
文
物
研
究
所
胡
平
生
、甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
張
徳
芳
『
敦
煌
懸
泉
漢
簡
釈

粋
』（
上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
一
）

⑨　

懸
泉
置
漢
簡
に
つ
い
て
は
既
に
、甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
前
掲
「
甘
粛
敦
煌
漢
代

懸
泉
置
遺
址
発
掘
簡
報
」
と
胡
平
生
・
張
徳
芳
前
掲
『
敦
煌
懸
泉
漢
簡
釈
粋
』
に
て
一

部
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
後
も
本
稿
末
尾
の
【
懸
泉
置
漢
簡
出
典
一
覧
】
所
掲

論
文
な
ど
に
お
い
て
個
別
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。本
稿
所
引
の
懸
泉
置
漢
簡
に
は
簡
番

号
、『
敦
煌
懸
泉
漢
簡
釈
粋
』
の
番
号
（「『
釈
粋
』
○
○
」
と
表
記
）、【
懸
泉
置
漢
簡

出
典
一
覧
】
の
記
号
を
附
記
し
た
。
な
お
、釈
文
は
出
典
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ

る
上
に
、
懸
泉
置
漢
簡
は
ご
く
一
部
を
除
き
写
真
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
釈
文

の
正
誤
に
つ
い
て
は
検
証
で
き
て
い
な
い
こ
と
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。こ
の
よ
う
な

不
確
実
な
史
料
に
基
づ
い
た
論
考
を
公
表
す
る
こ
と
に
つ
い
て
不
見
識
の
謗
り
を
免

れ
な
い
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
が
、本
稿
は
懸
泉
置
漢
簡
公
表
時
の
文
書
伝
送
制

度
研
究
の
た
た
き
台
と
す
べ
く
発
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
、
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。
な
お
、
個
別
論
文
で
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
森
谷
一
樹
氏
よ
り
情
報
を
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

⑩　

王
棟
梁「
従
懸
泉
漢
簡
看
漢
代
郵
駅
制
度
」（『
社
科
縦
横
』二
二
―
六　

二
〇
〇
七
）、

高
栄
「
簡
牘
所
見
秦
漢
郵
書
伝
逓
方
式
考
弁
」（『
中
国
歴
史
文
物
』
二
〇
〇
七
―
六
）、

易
桂
花
・
劉
俊
男
「
従
出
土
簡
牘
看
秦
漢
時
期
的
行
書
制
度
」（『
中
国
歴
史
文
物
』

二
〇
〇
九
―
四
）、
陳
偉
「
秦
与
漢
初
的
文
書
伝
逓
系
統
」（『
里
耶
古
城
・
秦
簡
与
秦

文
化
研
究
』
科
学
出
版
社　

二
〇
〇
九
）
お
よ
び
エ
ノ
・
ギ
ー
レ
前
掲
論
文
な
ど
。
ま

た
、
文
書
伝
達
を
交
通
路
と
の
関
係
で
考
察
し
た
研
究
と
し
て
、
藤
田
勝
久
「
秦
漢
時

代
の
交
通
と
情
報
社
会
」（
同
氏
『
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム

―
長
江
流
域
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出
土
資
料
の
研
究
』
汲
古
書
院　

二
〇
〇
九　

所
収
）
も
あ
る
。

⑪　

冨
谷
至
前
掲
『
文
書
行
政
の
漢
帝
国
』
二
四
四
頁
。

⑫　
「
以
郵
行
」「
以
県
次
伝
」
は
後
掲
史
料
1
に
、「
以
亭
行
」
は
後
掲
史
料
23
に
そ
れ

ぞ
れ
見
え
、「
燧
次
行
」
は
次
の
簡
に
見
え
る
。

　

肩
水
候
官
燧
次
行 

32
·23

（A32

）

　

ま
た
、
論
者
に
よ
っ
て
は
「
以
亭
行
」
と
「
亭
次
行
」
を
別
方
式
と
見
な
す
が
、
次
の

二
簡
の
比
較
か
ら
「
亭
次
行
」
は
「
以
亭
次
行
」
の
省
略
表
現
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ

故
、「
以
亭
行
」「
以
亭
次
行
」「
亭
次
行
」
は
同
義
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
周
并
私
印

　

甲
渠
官
亭
次
行

　
九
月
癸
丑
卒
以
來
●
一
事 

E
.P.T26:7

　

渠

候
以
亭
次
行
□ 

E
.P.F25:20A

⑬　

陳
偉
前
掲
「
秦
与
漢
初
的
文
書
伝
逓
系
統
」

⑭　

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
・
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
文
物
処
・
龍
山
県
文
物
管
理

所
「
湖
南
龍
山
里
耶
戦
国
―
秦
代
古
城
一
号
井
発
掘
簡
報
」（『
文
物
』
二
〇
〇
三
―

一
）、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
・
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
文
物
処
「
湘
西
里
耶
秦

代
簡
牘
選
釈
」（『
中
国
歴
史
文
物
』
二
〇
〇
三
―
一
）、湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
『
里

耶
発
掘
報
告
』（
岳
麓
書
社　

二
〇
〇
六
）。

⑮　
『
漢
書
』
卷
二
八
上　

地
理
志
上
「
南
郡
…
…
縣
十
八
、
江
陵
。」

⑯　
『
漢
書
』
卷
二
八
下　

地
理
志
下
「
張
掖
郡
…
…
縣
十
、
觻
得
、
昭
武
、
刪
丹
、
氐

池
、
屋
蘭
、
驪
靬
、
番
和
、
居
延
、
顯
美
。」

⑰　
『
漢
書
』
卷
二
八
下　

地
理
志
下
「
武
威
郡
…
…
縣
十
、
姑
臧
、
張
掖
、
武
威
、
休

屠
、
揟
次
、
鸞
烏
、
撲

、
媼
圍
、
蒼
柗
、
宣
威
。」

⑱　
『
漢
書
』
卷
二
八
下　

地
理
志
下
「
敦
煌
郡
…
…
縣
六
、
敦
煌
、
冥
安
、
效
穀
、
淵

泉
、
廣
至
、
龍
勒
。」

⑲　

何
双
全
は
、
史
料
6
・
7
に
見
え
る
県
名
と
同
じ
名
称
を
、
県
城
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
県
名
を
冠
し
た
置
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
（
何
双
全
「
漢
代
北
西
駅
道
与
伝
置
」

〔『
中
国
歴
史
博
物
館
館
刊
』
一
九
九
八
―
一
〕
六
四
頁
）。
し
か
し
な
が
ら
、
里
程
簡

に
は
茯
置
や
平
林
置
、居
延
置
な
ど
「
置
」
字
の
つ
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、置
字
の
な
い
県
名
は
や
は
り
県
城
そ
の
も
の
を
指
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

⑳　

置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
史
料
6
で
は
、
茂
陵
・
好
止
間
（
一
一
〇
里
）、
涇

陽
・
高
平
間
（
一
四
〇
里
）、
媼
囲
・
䚢
里
間
（
一
八
〇
里
）、
日
勒
・
屋
蘭
間
（
一
〇
〇

里
）、
史
料
7
で
は
、
昭
武
・
表
是
間
（
一
三
一
里
）
で
あ
る
が
、
置
と
そ
れ
に
隣
接

す
る
両
県
の
距
離
は
張
家
山
漢
簡
・
奏
讞
書
に
み
え
る
一
日
の
移
動
距
離
の
平
均
八
五

里
（
藤
田
勝
久
前
掲
「
秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
社
会
」
四
一
九
〜
四
二
〇
頁
）
を
超

え
て
い
る
。
置
は
、そ
れ
が
間
に
置
か
れ
た
二
県
の
ほ
ぼ
中
間
点
に
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
県
と
県
の
距
離
が
長
く
て
一
日
で
は
移
動
で
き
な
い
場
合
に
、
中
間
で
宿

泊
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。居
延
漢
簡
里
程
簡

の
居
延
置
と
鈞
著
置
は
、
そ
の
前
後
の
県
と
置
と
の
距
離
が
等
し
く
、
置
が
二
県
の
中

間
地
点
に
人
為
的
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。『
後
漢
書
』
傳
五
八
郭
太
傳

注
所
引
『
風
俗
通
義
』
の
「
置
者
、
度
其
遠
近
之
閒
置
之
也
」
と
い
う
説
明
は
、
こ
の

よ
う
に
県
と
県
の
中
間
地
点
に
置
を
設
置
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。な

お
、
里
程
簡
所
見
の
置
の
う
ち
茯
置
だ
け
は
、
茂
陵
ま
で
三
五
里
、
好
止
県
ま
で
七
〇

里
で
両
者
の
距
離
に
大
き
く
差
が
あ
る
が
、こ
れ
は
茯
置
が
幹
線
道
路
の
分
岐
点
に
置

か
れ
た
な
ど
の
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

㉑　

浜
口
重
国
「
漢
代
の
伝
舎

―
特
に
其
の
設
置
地
点
に
就
い
て
」（
同
氏
『
秦
漢
隋

唐
史
の
研
究
』
下　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
六
六
）、
郝
樹
声
・
張
徳
芳
前
掲
『
懸

泉
漢
簡
研
究
』
三
一
頁
。

㉒　

冨
谷
至
前
掲
『
文
書
行
政
の
漢
帝
国
』
二
八
六
頁
。

㉓　

甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
前
掲
「
甘
粛
敦
煌
漢
代
懸
泉
置
遺
址
発
掘
簡
報
」、
郝
樹

声
・
張
徳
芳
前
掲
「
懸
泉
漢
簡
与
懸
泉
置
」。

㉔　

宮
宅
潔
「
懸
泉
置
と
そ
の
周
辺

―
敦
煌
〜
安
西
間
の
歴
史
地
理

―
」（『
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
学
研
究
』
二
二　

二
〇
〇
五
）
一
一
〇
頁
。

㉕　

連
雲
港
市
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
・
東
海
県
博
物
館
・
中
国
文

物
研
究
所
『
尹
湾
漢
墓
簡
牘
』（
中
華
書
局　

一
九
九
七
）

㉖　
　
　

縣
邑
侯
國
卅
八
、
縣
十
八
、
侯
國
十
八
、
邑
二
、
其
廿
四
有
堠
、
都
官
二

　
　
　
　

郷
百
七
十
□
百
六
、
里
二
千
五
百
卅
四
、
正
二
千
五
百
卅
二
人
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集
簿　

亭
六
百
八
十
八
、
卒
二
千
九
百
七
十
二
人
、
郵
卅
四
、
人
四
百
八
、
如
前

　
　
　
　

界
東
西
五
百
五
十
一
里
、
南
北
四
百
八
十
八
里
、
如
前

　
　
　
　
（
以
下
略
） 

Y
M
6D
1

（
正
面
）

㉗　

蘭
旗
侯
国
はY

M
6D
2

の
表
面
に
、
そ
れ
以
外
は
裏
面
に
記
載
が
あ
る
。
以
下
、
当

該
箇
所
の
み
引
用
す
る
。

　

下

吏
員
百
七
人
…
…
郵
佐
二
人
…
…
。

　

吏
員
九
十
五
人
…
…
郵
佐
二
人
…
…
。

　

費
吏
員
八
十
六
人
…
…
郵
佐
二
人
…
…
。

　

利
成
吏
員
六
十
五
人
…
…
郵
佐
一
人
…
…
。

　
﹇
臨
﹈
沂
吏
員
六
十
六
人
…
…
郵
佐
二
人
…
…
。

　

蘭
旗
吏
員
五
十
九
人
…
…
郵
佐
一
人
…
…
。

㉘　

高
村
武
幸
「
秦
漢
時
代
地
方
官
吏
の
『
日
記
』
に
つ
い
て
」（
同
氏
『
漢
代
の
地
方

官
吏
と
地
域
社
会
』
汲
古
書
院　

二
〇
〇
八　

所
収
）
一
六
二
〜
一
六
三
頁
。

㉙　

下

―
―
臨
沂
の
ル
ー
ト
が
郵
に
よ
る
文
書
伝
送
経
路
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、藤
田
勝
久
が
既
に
想
定
し
て
い
る
（
藤
田
勝
久
前
掲
「
秦
漢
時
代
の
交
通
と

情
報
社
会
」）。
藤
田
は
こ
の
ル
ー
ト
を
中
心
に
、
さ
ら
に
、
臨
沂
県
か
ら
費
県
を
経
て

魯
国
へ
続
く
ル
ー
ト
と
、
下

県
か
ら
臨
淮
郡
へ
続
く
ル
ー
ト
、
県
か
ら
利
成
県
を

経
て
琅
邪
郡
へ
続
く
ル
ー
ト
も
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
鶴
間
和
幸
は
、
北
か
ら
南
へ

費
↓
臨
沂
↓
利
成
↓

↓
下

と
続
く
ル
ー
ト
を
想
定
し
て
い
る
（
鶴
間
和
幸
「
中
華

の
形
成
と
東
方
世
界
」〔『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
3　

中
華
の
形
成
と
東
方
世
界
』
岩
波

書
店　

一
九
九
八　

所
収
〕）。
た
だ
、両
者
共
に
経
路
想
定
の
根
拠
は
特
に
示
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、こ
れ
ら
の
郵
伝
送
経
路
は
東
海
郡
内
の
郵
佐
配
置
県
を
単
純
に
繋
ぐ
形

で
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

㉚　

史
料
2
の
二
年
律
令
二
四
六
及
び
次
掲
二
年
律
令
二
六
五
〜
二
六
七

　

一
郵
十
二
室
。
長
安
廣
郵
廿
四
室
、
敬
（
警
）
事
郵
十
八
室
。
有
物
故
、
去
、
輒
代
者

有
其
田
宅
。
有
息
、
戸
勿
減
。
令
郵
人
行
制
書
、
急
書
、
復
、
勿
令
爲
它
事
。
畏
害
及

近
邊
不
可
置
郵
者
、
令
門
亭
卒
、
捕
盜
行
之
。
北
地
、
上
、
隴
西
、
卅
里
一
郵
。
地
險

陝
不
可
置
郵
者
得
進
退
就
便
處
。
郵
各
具
席
、
設
井
磨
。
吏
有
縣
官
事
而
無
僕
者
、
郵

爲
炊
。
有
僕
者
、
叚
（
假
）
器
、
皆
給
水
漿
。

張
家
山
漢
簡
・
二
年
律
令
二
六
五
〜
二
六
七

㉛　

飯
島
和
俊
は
三
〇
里
毎
に
郵
が
設
置
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
（
飯
島
和
俊
「『
以
郵

行
』
を
め
ぐ
っ
て

―
出
土
史
料
か
ら
見
た
『
郵
』
の
機
能

―
」〔『
中
央
大
学
ア
ジ

ア
史
研
究
』
第
三
二
号
『
池
田
雄
一
教
授
古
稀
記
念
ア
ジ
ア
史
論
叢
』
二
〇
〇
八
〕）。

32　

例
え
ば
、郵
佐
が
配
置
さ
れ
た
六
県
侯
国
を
通
る
幹
線
道
路
の
総
延
長
を
東
海
郡
の

東
西
と
南
北
の
合
計
距
離
で
代
用
す
る
と
、
一
〇
三
九
里
に
三
四
郵
と
な
り
、
単
純
計

算
で
約
三
〇
里
一
郵
と
な
る
。

33　

後
述
の
よ
う
に
、
遮
要
亭
・
遮
要
騎
置
・
遮
要
置
は
同
一
箇
所
に
併
置
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、こ
れ
ら
が
併
置
さ
れ
た
建
物
設
備
を
本
稿
で
は
「
施
設
」
と
表
現

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、亭
や
騎
置
な
ど
の
よ
う
な
あ
る
特
定
の
任
務
の
為
に
設
置
さ

れ
た
組
織
は
「
機
関
」
と
表
現
し
た
。
そ
れ
故
、
例
え
ば
、
施
設
と
し
て
の
遮
要
に
は

亭
・
騎
置
・
置
の
三
つ
の
機
関
が
併
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
居

延
に
お
い
て
は
一
つ
の
施
設
に
複
数
の
機
関
が
併
置
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
冨
谷
至
前
掲
『
文
書
行
政
の
漢
帝
国
』
二
三
三
〜
二
三
五
頁
）
が
、懸
泉
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
る
。

34　

な
お
、
授
受
の
記
録
「
A
受
B
」「
A
付
C
」
は
文
書
伝
送
だ
け
で
な
く
、
後
掲
簡

の
よ
う
に
物
品
の
授
受
記
録
で
も
用
い
ら
れ
る
表
現
な
の
で
、文
書
の
伝
送
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
な
い
も
の
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
駅
・
駅
騎
に
よ
る
授
受
は

文
書
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
駅
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
ま
た
、

伝
送
記
録
は
「
A
受
B
」「
A
付
C
」
の
よ
う
に
文
書
を
授
受
し
た
両
者
を
明
記
す
る

も
の
が
多
い
が
、「
受
」「
付
」
の
行
為
主
体
に
当
た
る
A
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の

も
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
懸
泉
置
遺
址
出
土
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
省
略
さ
れ

た
A
を
懸
泉
置
と
見
な
し
て
分
類
し
た
。

　

入
西
石
靡
積
薪　

永
平
十
一
年
八
月
廿
日
夜
食
時
、毋
窮
亭
候
徒
受
臨
泉
亭
候
徒　
　

V
I91D

X
F13C①

:1

／
《
エ
》

35　

こ
の
十
三
組
は
、
文
書
授
受
者
の
組
み
合
わ
せ
が
複
数
確
認
で
き
る
も
の
に
限
っ

た
。
こ
れ
ら
の
他
に
も
後
掲
史
料
20
の
《
毋
窮

―
懸
泉
》
と
、次
掲
の
《
遮
要

―

臨
泉

―
魚
離
》
の
組
み
合
わ
せ
が
簡
牘
に
は
見
え
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
一
例
だ
け
な
の

で
参
考
と
し
て
こ
こ
に
示
す
に
留
め
た
。

　

西
檄
三
、
其
一
馬
定
印
、
詣
府
、
一
酒
泉
大
守
章
、
詣
府
、
一
廣
至
丞
印
、
詣
府
。
建
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昭
二
年
閏
月
辛
卯
晨
時
、
臨
泉
亭
長
王
安
受
魚
離
置
、
即
付
遮
要
御
王
忠

　

I90D
X

T0116②
:77

／
《
エ
》

36　

宮
宅
潔
前
掲
「
懸
泉
置
と
そ
の
周
辺

―
敦
煌
〜
安
西
間
の
歴
史
地
理

―
」、
張

俊
民
「
敦
煌
懸
泉
漢
簡
所
見
的
〝
亭
〞」（『
南
都
学
壇
（
人
文
社
会
科
学
学
報
）』
三
〇

―
一　

二
〇
一
〇
）。

37　

入
西
板
檄
一
、
樊
隆
印
、
詣
府
。
元
始
五
年
四
月
辛
丑
日
失
中
時
、
縣
泉
置
御
張
恭

受
廣
至
魏
大
房
。
即
立
遣
大
房
持
付
遮
要
。 

II90D
X

T0114③
:425

／
《
エ
》

38　

文
書
伝
送
記
録
に
は
文
書
授
受
者
と
し
て
「
平
望
驛
騎
某
」「
懸
泉
御
某
」「
臨
泉
卒

某
」
な
ど
が
見
え
る
が
、
そ
の
う
ち
所
属
施
設
名
と
名
前
を
除
い
た
御
・
駅
騎
・
佐
・

卒
な
ど
を
総
称
し
て
本
稿
で
は
「
肩
書
き
」
と
表
現
す
る
。

39　
「
驛
騎
」
と
「
譯
騎
」、「
驛
小
史
」
と
「
譯
小
史
」
の
両
方
の
表
記
が
あ
る
が
、「
驛
」

と
「
譯
」
は
通
用
す
る
（
郝
樹
声
・
張
徳
芳
前
掲
『
懸
泉
漢
簡
研
究
』
二
七
頁
）。
以

下
本
文
中
で
は
「
驛
」
字
で
表
記
す
る
。

40　

卒
は
亭
の
他
に
燧
な
ど
に
も
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、懸
泉
置
漢
簡
の
文
書
伝
送
記
録

で
文
書
授
受
者
と
し
て
見
え
る
卒
は
殆
ど
が
臨
泉
・
毋
窮
・
石
靡
の
卒
で
あ
り
、
本
文

後
掲
J2
及
び
次
簡
に
見
え
る
よ
う
に
こ
れ
ら
は
亭
で
あ
る
。

　

入
鷄
一
隻　

十
月
甲
子
、
廚
嗇
夫
時
受
毋
窮
亭
卒
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ID
X
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／
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』
九
五

　

毋
窮
に
つ
い
て
は
、
史
料
20
に
「
毋
窮
驛
佐
」
が
見
え
駅
が
併
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
が
、上
掲
簡
に
「
毋
窮
亭
卒
」
と
あ
り
、卒
は
亭
に
所
属
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

41　

駅
佐
・
駅
小
史
は
吏
、
駅
騎
は
次
の
簡
で
は
「
小
未
傅
」（
簡
の
「
傳
」
は
「
傅
」

の
誤
と
思
わ
れ
る
）
が
勤
め
て
お
り
、
卒
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

●
□
□
榮
小
未
傳
爲
譯
騎
、
皆
小
家
子
、
貧
急
不
能
自
給
、
實

 
E

.P.T58:30

　

ま
た
、
後
掲
史
料
12
・
13
で
も
騎
置
に
「
小
未
傅
三
人
」
が
配
属
さ
れ
て
い
る
。

42　

F
・
G
・
H
に
見
え
る
文
書
授
受
者
の
肩
書
き
を
種
類
別
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
り
（
括
弧
内
は
例
数
）、
全
五
九
例
中
の
四
〇
例
が
佐
と
御
で
あ
る
。

　

F
（
全
五
例
）：
御
（
三
）、
佐
（
二
）

　

G
（
全
三
二
例
）： 

嗇
夫
（
一
）、
佐
・
助
佐
（
七
）、
御
（
一
三
）、
廏
御
・
御
廏
（
二
）、

廏
佐
（
二
）、
馬
醫
（
二
）、
卒
（
一
）、
奴
（
二
）、
駅
騎
（
二
）

　

H
（
全
二
二
例
）：
嗇
夫
（
一
）、
佐
（
六
）、
御
（
九
）、
奴
（
五
）、
復
作
（
一
）

43　

注
40
参
照
。

44　

な
お
、
G17
に
つ
い
て
は
、
表
で
は
置
に
よ
る
文
書
伝
送
の
③
遮
要

―
懸
泉

―
魚

離
の
例
と
し
て
挙
げ
た
が
、駅
に
よ
る
文
書
伝
送
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
注
54
参
照
。

45　

注
㉚
所
掲
二
年
律
令
二
六
五
〜
二
六
七
。

46　

L2　

 

入
西
書
八
、郵
行
。
縣
泉
郵
孫
仲
受
石
靡
郵
牛
羌
。
永
平
十
五
年
三
月
九
日
人

定
時
。 
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六
、《
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》《
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》

47　

た
だ
し
、
⑤
に
は
懸
泉
と
毋
窮
を
つ
な
ぐ
経
路
は
無
い
。
毋
窮
は
、
表
の
K
に
見
え

る
よ
う
に
、
亭
に
よ
る
文
書
伝
送
を
主
に
掌
っ
て
お
り
、
毋
窮
駅
の
例
は
他
に
無
い
。

今
の
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
毋
窮
駅
佐
が
見
え
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

48　

飯
島
和
俊
は
、
駅
と
郵
は
別
系
統
の
文
書
伝
送
方
式
で
、
そ
の
運
用
に
は
時
期
的
な

差
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
（
飯
島
和
俊
前
掲
「『
以
郵
行
』
を
め
ぐ
っ
て

―
出
土
史

料
か
ら
見
た
『
郵
』
の
機
能

―
」）。
時
期
的
な
差
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
が
、史

料
21
で
「
郵
行
」
と
「
驛
馬
行
」
が
一
便
の
中
に
混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、駅
と
郵

を
別
系
統
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

49　

張
俊
民
前
掲
「
敦
煌
懸
泉
漢
簡
所
見
的
〝
亭
〞」
一
九
頁
。

50　
『
史
記
』
卷
一
一
一　

衞
將
軍
驃
騎
列
傳　

集
解
「
蔡
邕
曰
、
天
子
自
謂
所
居
曰
行

在
所
。」

51　
『
漢
書
』
卷
九
九
中　

王
莽
傳
中
「
公
車
司
馬
曰
王
路
四
門
」

52　
『
漢
書
』
卷
一
七
上　

百
官
公
卿
表
上　

顔
師
古
注
「
漢
官
儀
云
、
公
車
司
馬
掌
殿

司
馬
門
、
夜
徼
宮
中
、
天
下
上
事
及
闕
下
凡
所
徵
召
皆
總
領
之
。
令
秩
六
百
石
」

53　

恐
ら
く
「
東
軍
書
」
の
「
軍
」
が
落
ち
て
「
東
書
」
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

54　
「
上
書
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
G17
は
、
懸
泉
↓
魚
離
と
伝
送
さ
れ
て
い
る
た
め
G
に

分
類
し
て
い
る
が
、県
次
方
式
で
は
な
く
郵
行
方
式
の
例
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
即

ち
、
G17
は
懸
泉
↓
魚
離
と
伝
送
さ
れ
て
い
る
が
、
懸
泉

―
魚
離
は
郵
行
方
式
の
懸
泉

―
万
年

―
魚
離
と
同
一
経
路
で
あ
る
。M1
や
M3
で
は
懸
泉
置
に
文
書
を
持
っ
て
き

た
人
物
が
そ
の
ま
ま
次
の
授
受
地
点
ま
で
文
書
を
持
っ
て
行
っ
て
い
る
。G17
の
場
合
も

同
様
に
、懸
泉
駅
騎
が
万
年
を
通
っ
て
魚
離
ま
で
行
き
そ
こ
で
魚
離
駅
騎
に
渡
し
た
と



七
三

秦
漢
時
代
の
文
書
伝
送
方
式

351

考
え
れ
ば
、
G17
の
懸
泉
駅
騎
↓
魚
離
駅
騎
も
郵
行
方
式
の
経
路
と
し
て
理
解
で
き
よ

う
。
G17
は
置
所
属
の
吏
卒
で
は
な
く
駅
騎
に
よ
っ
て
伝
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

G17
は
県
次
方
式
で
は
な
く
郵
行
方
式
の
伝
送
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る

と
、
表
所
掲
の
全
て
の
上
書
が
郵
行
方
式
で
伝
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

55　
『
敦
煌
懸
泉
漢
簡
釈
粋
』
は
、
長
羅
侯
は
常
恵
の
こ
と
で
甘
露
二
年
に
は
赤
谷
に
駐

屯
し
て
お
り
、烏
孫
公
主
は
解
憂
公
主
の
こ
と
で
甘
露
三
年
に
烏
孫
か
ら
長
安
に
帰
っ

て
き
た
と
注
す
る
（
一
三
七
頁
注
[1]
　

[2]
）。
従
っ
て
、
簡
牘
の
甘
露
二
年
二
月
に
は
両

者
と
も
に
烏
孫
の
都
赤
谷
城
に
い
た
と
思
わ
れ
る
。

56　

里
耶
秦
簡
で
は
、史
料
5
に
見
え
る
よ
う
に
郡
県
間
の
文
書
が
郵
に
よ
っ
て
伝
送
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
あ
る
い
は
、
郵
行
方
式
の
文
書
伝
送
は
、
秦
代
で
は
郡
県
な
ど

の
文
書
一
般
を
伝
送
し
て
い
た
の
が
、漢
代
に
入
っ
て
皇
帝
発
受
信
文
書
専
用
の
伝
送

体
制
と
し
て
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

57　

注
㉚
所
掲
二
年
律
令
二
六
五
〜
二
六
七

58　

 　
　
　
　
　
　

 

其 

四
封
皆
張
掖
大
守
章
、
詔
書
一
封
、
書
一
封
、
皆
十
一
月
丙
午

＝
起
、
詔
書
一
封
、
十
一
月
甲
辰
起

　

一
二
月
三
日　
　

 

一 

封
十
一
月
戊
戌
起
、皆
詣
居
延
都
尉
府　
　
　
　
　

十
二
月
乙
卯

＝
日
入
時
、
卒
憲
受
不
今
卒
恭

　

北
書
七
封　
　
　

 

二 

封
河
東
大
守
章
、
皆
詣
居
延
都
尉
、
一
封
十
月　
　

夜
昏
時
沙
頭

＝
卒
忠
付
騂
北
卒
護

　
　
　
　
　
　
　
　

甲
子
起
、
一
十
月
丁
卯
起
、
一
封
府
君
章
、
詣
肩
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　

502

・9A

＋505

・22A
（A35

）

　

な
お
、
張
掖
太
守
府
・
居
延
都
尉
府
間
の
文
書
伝
送
経
路
に
郵
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、
次
の
簡
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　

皆
居
延
都
尉
章
、
九
月
十
日
癸
亥
起
、
一
詣
敦
煌
、
一
詣
張
掖
府
、
郵
行

　

入
南
書
二
封

　
　
　
　
　
　

永
元
元
年
九
月
十
四
日
夜
、
牛
椽
受
路
伯 

130

・8

（A27

）

59　

H8　

 

入
東
緑
緯
書
一
封
、
敦
煌
長
上
、
詣
公
車
、
元
始
五
年
二
月
甲
子
日
平
旦
、
受

遮
要
奴
鐵
柱
、
即
時
使
御
羌
行

II90D
X

T0114②
:165

／
『
釈
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』
二
四
五
、《
イ
》《
エ
》

　

H9　

 

出
緑
緯
書
一
封
、
西
域
都
護
上
、
詣
行
在
所
公
車
司
馬
以
聞
、
緑
緯
孤
與
縕
檢
皆

完
、
緯
長
丈
一
尺
、
元
始
五
年
三
月
丁
卯
日
入
時
、
遮
要
馬
醫
王
竟
奴
鐵
柱
付
縣

泉
佐
馬
賞

II90D
X

T0114②
:206

／
『
釈
粋
』
一
四
六
、《
エ
》

　

H13　

 

入
東
緑
緯
書
一
封
、
敦
煌
庫
令
上
、
詣
公
車　

元
始
四
年
七
月
乙
未
日
桑
楡
時
、

縣
泉
佐
憲
受
遮
要
奴
來
臣 

II90D
X

T0214②
:194

／
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60　

先
に
駅
に
よ
る
文
書
伝
送
と
し
て
挙
げ
た
①
で
、平
望
と
万
年
の
間
に
懸
泉
を
通
過

す
る
場
合
と
臨
泉
を
通
過
す
る
場
合
と
が
あ
っ
た
が
、中
継
地
点
で
の
文
書
の
集
配
と

い
う
点
を
考
え
併
せ
る
と
、
こ
の
二
経
路
の
存
在
を
説
明
で
き
そ
う
で
あ
る
。
即
ち
、

臨
泉
を
通
過
す
る
も
の
で
宛
先
が
確
認
で
き
る
D2
・
D3
・
E1
は
全
て
皇
帝
宛
の
上
書
・

軍
書
で
あ
る
。
上
書
・
軍
書
は
他
の
文
書
と
一
緒
に
は
せ
ず
単
独
で
伝
送
さ
れ
て
い
る

の
で
、
他
の
文
書
を
集
配
す
る
懸
泉
置
を
通
過
す
る
必
要
が
無
く
、
そ
の
た
め
、
臨
泉

を
通
過
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、臨
泉
は
懸
泉
置
を
迂
回
す
る
バ
イ
パ

ス
だ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、懸
泉
と
臨
泉
の
二
ル
ー
ト
が
あ
る
こ
と
も
説
明
で
き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

61　

張
経
久
・
張
俊
民
「
敦
煌
漢
代
懸
泉
置
遺
址
出
土
的
〝
騎
置
〞
簡
」（『
敦
煌
学
輯

刊
』
二
〇
〇
八
―
二
）
七
〇
頁
。

62　

張
俊
民
前
掲
「
敦
煌
懸
泉
漢
簡
所
見
的
〝
亭
〞」
一
八
頁
。

63　

次
の
簡
で
は
平
望
・
萬
年
が
亭
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

□
二
檄
、
冥
安
令
印　

元
鳳
四
年
六
月
癸
酉
夜
人
定
時
、
山
上
亭

　

□
封
淵
泉
右
尉
印　
　

長
奉
世
受
萬
年
亭
卒
宗 
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出
粟
三
石
六
斗
。
臨
泉
亭
、
毋
窮
亭　

以
稟
治
掾

　
　
　
　
　
　
　

平
望
亭 
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（
本
学
文
学
部
准
教
授
）


